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本報告轡は、国営沖縄記念公園整備に伴い、内閣府沖縄総合事務局沖縄記念公園事務所より委託を受

け、沖縄県教育委員会文化課が平成8年度に発掘調査を実施した成果を、平成19年度に沖縄県立埋蔵文

化財センターがまとめたものです。

調査地点は、首里城の10ヶ所存在したとされる御嶽のひとつで、首里森御嶽と称されていた地点です。

この首里森御嶽は、現存する各種記録から、特に重要な拝所として位置付けられていたことがわかって

います。

発掘調査により、御嶽の追構は近代以降の開発や沖縄戦による空爆により壊滅的な被害を受けたもの

の、 一部では拝所の痕跡となる石積みや石敷き及び墳敷き造構等が検出され、復元整備に必要な情報が

得られています。また、これと同時に中国産陶磁器、沖縄産陶器をはじめとする陶磁器類や武具等の金

屈製品等、往事の生活を偲ばせる資料が多数出士し、その一端を明らかにしています。

この成果をまとめた本報告が、沖縄県の歴史・文化を理解する資料として、多くの方々に活用される

とともに、埋蔵文化財の保護・活用について関心を持っていただければ幸いです。

最後に、発掘調査ならびに資料整理作業にあたり、ご指消 ・ご協力を賜った関係者各位に厚く御礼申

し上げます。

平成20(2008)年 3月

沖縄県立埋蔵文化財センター

所長名嘉政修
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例 言

1. 本報告書は、国営沖縄記念公園首里城地区の整備に伴い、平成8

嶽地区の埋蔵文化財発掘調査の成果をまとめたものである。

(1996)年度に実施した首里森御

2. 発掘調査は沖縄県教育委員会文化課が平成8 (1996)年度に実施し、資料整理作業は沖縄県立埋蔵

文化財センターが平成19(2007)年度に実施した。両事業とも内閣府沖縄総合事務局沖縄記念公園

事務所より委託を受けての実施である。

3. 資料整理作業にあたり、下記の方々に出土追物の同定を依頼した。記して謝意を表したい。

屋瓦・埴：上原 静（沖縄国際大学）

中国産•本土産陶磁器：大橋康二 （佐賀県立九州陶磁文化館）

金属製品：宇田川武久（国立歴史民俗博物館）

4. 本書に掲載した地図は、 国土地理院発行の 1/ 25, 000地形図を使用した。

5. 本書に掲載した緯度、経度、 平面直角座標は、すべて日本測地系に基づくものである。

6. 士層出土遺物の色調については、小山忠史・竹原秀夫著『新版標準士色帳29(2007年）版』．によ

るものである。

7. 本報告書の編集は岸本竹美、小橋川剛、

の執箪は次のとおり行った。

夭久瑞香ほかの協力により金城透、仲座久宜が行い、各章

金城透

仲座久宜

岸本竹美

小橋川剛

第 3章第4章、第6章（追構）

第 1章、第2章、第 5章 1・10・11・15・16節、第6章（追物・考察）

第 5章4~7・14節

第 5章 2・3・8・9・12~ 14節

8. 本書に掲載した調査時の写真撮影は金城透、矢沢秀雄が行い、出土遺物の写真撮影は矢舟章浩、光

嶋香が行った。

9. 発掘調査で得られた出土品、

ている。

図面、写真等の記録は、すべて沖縄県立埋蔵文化財センターに保管し
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第 1章調査に至る経緯

第 1節調査に至る経緯
首里城内郭地区の整備は、 1986(昭和61)年に国営沖縄記念公園首里城地区として整備されることが

閣議決定されたことにより始まる。以降、年次的に発掘による遺構確認調査が実施され、その調査成果

及び1984(昭和59)年に沖縄県により策定された首里城公園基本計画の理念に基づき復元賂備が行われ、

現在に至っている。今回の調査はこれまでの経緯をふまえ、内閣府沖縄総合事務局沖縄記念公園事務所

の委託により、首里城の中心的な拝所として重要な位置を占めていた首里森御嶽の遺構を確認する目的

で、平成8 (1996)年度に実施された。

第 2節調査体制
本報告書に係る発掘調査業務は、平成8 (1996)年度に実施し、調査報告書作成に係る資料整理業務

は平成I9 (2007)年度に実施した。その体制は次のとおりである（職名は当時のもの）。

平成8 (1996)年度（発掘調査）

事業主体 沖縄県教育委員会

事業総括

事業事務

事業実施

事業担当

調査担当

調査補助

発掘調査作業員

教 育 長 仲 里 長 和

沖縄県教育庁文化課

課長大城将保

課長補佐 日越国昭・稲嶺靖子

副参事川満一成

沖縄県教育庁文化課

管理係主幹兼係長比屋根正治、主査村山佐代、副主査新垣敏子

主任常間保智

沖縄県教育庁文化課

史跡整備係係長上原静

埋蔵文化財係係長大城慧

埋蔵文化財係主任金城透

発掘調査嘱託員 矢沢秀雄

大城輝子、大嶺愛子、小波津ヨシ子、呉我フジ子、瑞慶覧繁美、中塚末子、仲程喜美子、永吉弘子

外間徳男、宮国恵子、与那嶺勢津子

調査協力

真榮平房敬（那覇市在住）

佐藤一郎（福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財課）
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平成19(2007)年度（資料整理）

事業主体 沖縄県教育委員会

事業所管

教育長仲村守和

沖縄県教育庁文化課

課長千木良芳範

記念物班班長島袋洋

指導主事金城透

専門員瀬戸哲也

事業総括・実施 沖縄県立埋蔵文化財センター

所長名嘉政修

副所長兼庶務課長 瑞慶覧康博

庶務課主食土寄秀人 、 主 査 山 田 美 恵 子 、 主 任 村 吉 由 美 子

調査課課長岸本義彦

調査課主任仲座久宜

資料整理作業 文化財調査嘱託員 天久瑞香、岸本竹美、小橋川剛、比嘉優子

資料整理嘱託員 喜屋武朋子、金城克子、照屋利子、仲地和美、野村知子、比嘉なおみ

資料整理作業員 玉城幸子

資料整理指導

上原静（沖縄国際大学）

大橋康＝（佐賀県立九州陶磁文化館）

宇田川武久（国立歴史民俗博物館）
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第 2章 位置と環境

第 1節地理的環境

首里城は、沖縄本島の南部、那覇市首里に所在する城跡である。標高は最高で136mを測り、那覇市

内では弁ヶ嶽に次いで高所に位隧している。そのため、首里城からは周辺の町並みや近隣市町村、那覇

港及び東中国海を臨むことができる（第 1・2図）。

この首里城の基盤を構成するのは、地質時代区分により第四紀更新世 (180-160万年前~I万年前）

に区分される琉球石灰岩で、その下位には、鮮新世 (500万年前~160万年前）から中新世 (2,300万年

前~500万年前）に区分される島尻層群が堆積している。表層の琉球石灰岩層に浸透した雨水は、不透

水層である島尻屈のクチャと称される泥岩 ・砂岩でせき止められ、両者の境界から泉として湧き出すこ

ととなる。この湧水を利用した井泉 ・樋川は首里の各地に点在し、今日も豊富な湧水量を誇っている。

首里城はその北側に虎頭山及び真嘉比川を配し、東に弁ヶ嶽及びナゲーラ川、南に安里川を擁して立

地しており、風水思想の観点からも蔵風得水の地として優れた条件を備えているとされる。
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第 1図 沖縄本島の位置
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第 2節歴史的環境

首里城

首里城の創建について、現時点で明確な記録は確認されていないが、文献上最初に表れるのは、 1127

年建立の安国山樹華木碑記においてである。碑文の概要は、首里城周辺に池（龍涼）を掘り、山を築い

て華木を植えたことが記され、今11でいう都市計画・環瑳整備がすでに行われていたことを示している。

この碑文の年代から推して、首里城は尚巴志 —E代 (1 」22 ~ 11:39) にはすでに王城としての構えを確立

していたと考えられている。その後、 1879(明治12)年の首甲城明け渡しまで(rrJ世紀にもわたり、歴代

の王により幾度もの拡張工事が行われるとともに、数回に及ぶ焼失・重修を経て、現在の首里城のフォ

ルムが完成したとされている。

このように首里城は、 15世紀前半とされる築城から、約500年間のながきにわたり、琉球王国として

栄華を誇ってきた。この王国の崩壊後、正殿をはじめとするこれらの建造物群は、 1896(明治29)年ま

で、熊本鎮台沖縄分遣隊の兵舎として使用されたほか、その後は首屯市立女子工芸学校、県立工業徒弟

学校、首里第一尋常裔等小学校などの校舎としても転用され、各所がその都度改変された。その間に建

物は老朽化により解体される危機を乗り越え、中心的建造物数件については、その沖縄独自の歴史や政

匠から、 1925(大正11)年に特別保護建造物に指定される。また、その 3年後の1927(昭和 2)年には

解体修理が行われ、 1929(昭和4) 年には正殿や付随する主要な城門についても国宝となった。

しかし、これらの建造物群も、太平祥戦争に伴い日本軍第32軍司令部の陣地壕が首里城の地下深くに

構築されたことで、 1915(昭和20)年に米軍の集中砲火を浴び、その一岱は焦上と化すこととなる。

終戦後は、米国琉球軍政本部教育部の社両により、 1950(昭和23)年に琉球大学が創設され、校舎等

施設の造成 ・建設工事で首里城の痕跡はさらなるダメージを受けることとなる。 しかし、このような状

況においても首屯城の威容は衰えることなく、規校・内容ともに沖縄を代表するに相応しい城跡として、

1972 (昭和 17)年の日本復帰と同時に国の史跡として指定され、その後2000(平成12)年12月には 「琉

球王国のグスク及び関連追産群」の一部として世界追廂に登録された。今日では年間182万人（平成18

年度実粕）もの観光客が訪れる沖縄の一大観光地として、常に賑わいを見せている。

首里森御嶽

今回報告を行う首里森御嶽は、首里城奉神111]の西側、 ド之御庭のやや南束寄りに位岡していた。かつ

て首里城内には10 ヶ所の御狐(+~設）が存在したとされるが、首里森御狐は、その中でも首里城の中

心に近い“へそ”とも言える場所に位岡することから、特に重要な拝所として位四付けられていた。

文献記録 1::.はどうであろう。王府編岱の正史である 『中山世鑑』 (1650年）においては、開闘神であ

る阿摩美久が最初に創造した御嶽と記され、また、占歌謡集『おもろさうし』 (1531年~1623年）の中

では、首里城を代表する聖地として謡われている。また、『女官御双紙』(1706~ 1713年頃）では、 「き

やうの内の前の御庭首里の御いべ」として首里城十嶽のひとつとして記載され、『琉球国由来記』 (1713年）

には「キャウノ内ノ前ノ御ミヤ首里ノ御イベ」と称し、九嶽のひとつとして記されている。なお、添継

御門（継世門）前の碑文によると、 15」6年に継世門両哭の石積みを修復した際に、首里森、真玉森も披

備したことが刻まれていることから、前記した文献に見られる首里森御嶽の姿は、概ね1516年の整備以

降のものになると思われる。

その形状については、古くは17世紀木から各種の絵図によって描かれているが、ここでは明治前～中

期とされる『沖縄県首里 I「I城図』（横内家臼料• 第 3図）を基に解説してみたい。この平面図によると、

首里森御嶽は約 7m四方の隅丸方形の石積みにより囲まれ、北側に門を有している。この門に接する形

で、奉神門から広福門へつながるように参道と思われる区両が見えることから、国王らの参拝に係る順

路の一端を想定することができる。

門の形状については、『冠船之時御座構之図』 (1866年・第 II図）ほかに見ることができる。これによ

ると、開口部は円党寺右液門や首里城白銀門に見られるような、間口の上部に横材を渡す 「まぐさ形式」

であったと考えられ、同絵図にはそのまぐさの役割を成す石製人母辰の左右に邸吻、中央に火炎宝珠を

-5-
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第 4図 「旧首里城図」（昭和 6年頃 阪谷良之進原図）県立図書館所蔵
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第 5図 「旧琉球大学校舎配置図」 (1950年~1984年）
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配している。扉の部分は、左右の扉を固定するような形で、横位にかんぬきが描かれており、木製であっ

たと考えられる。

この首里森御嶽は、王国が崩壊した1879(明治12)年以降も存在したと考えられるが、首里第一尋常

高等小学校が1910(明治43)年から下之御庭に新校舎の建設を着工する際に撤去されたと伝えられてい

る。このため、 1931 (昭和 6) 年頃に引かれた『旧首里城図』（阪谷図• 第4図）に首里森御嶽の姿は

見えない。その後首里城は、 1945(昭和20)年の沖縄戦により、周辺も含めて灰儘に帰すこととなる。

その廃墟の中、 1950(昭和25)年には琉球大学が開学し、首里森御嶽周辺の敷地は、大学が西原町に移

転を終える1984(昭和59)年まで、守礼門方面から本館西側駐車場を結ぶ通路として舗装整備されてい

たようである（第5図）。

御嶽周辺は、平成元 (1989)年~2 (1990)年度にかけて「下之御庭地区」として沖縄県教育委員会

文化課による発掘調査が行われ、その際に首里森御嶽の基盤を成していたと考えられる石灰岩の露頭が

確認さている。

その後、首里森御嶽は平成8 (1996)年度に御嶽の道構確認を目的とした発掘調査が行われ、その成

果や現存する配罹図、絵図、文献資料等を基に、平成 9 (1997)年に復元整備が行われ、往時の姿を取

り戻している。
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第 3章調査の概要

第 1節調査区の設定

今回の調査は首里森御嶽の復元整備に伴うもので、御嶽の位四 ・形状 ・規模や付随する追構等、復元

整備のための基礎資料を得るために実施することになった。

御嶽周辺は平成元年~2 (1989~1990)年度にかけて「下之御庭地区」として調査が行われ、首里

森御嶽に附随する遺構の一部と考えられる石灰岩（岩盤）の露頭が確認されている。調査地は過去の調

査成果を基に『沖縄県首里旧城図』（横内家資料• 第 3図）等の古絵図を参考として、御嶽の位罹と規

模を推測して実施することとなったが、下之御庭地区はすでに一般開放されていることから、必要最小

限の範囲として約64rrl(8 m x 8 m) の面稜で発掘調査を実施した（第6・7図・図版 1~ 4・12)。

第 2節発掘の概要

首里森御嶽は、明治初期頃までは下之御庭に位四していたが、後の首里第一尋常高等小学校等の建築

の際に城内の西南高台に移されたと伝えられ、その追構も戦後の琉球大学建設時に撤去され現存しない。

その後、幾重にもわたる開発により跡地は撹乱を受けた。

調査地は、公園整備に伴い全面がアスファルトや路盤材等で覆われていたことから、ひとまず、以前

の調査後に埋め戻された往時の地表面まで、重機による表土除去を行い、岩盤を露出させた。以前の調

査において、調査地区の北側では遣構の残存が確認されていたが、南側では南東隅にわずかに遺構が残

る程度で、旧琉球大学・公園整備の工事により著しく撹乱されていることが判明した。そのため、調査

地区のほぼ中央に位慣する岩盤を基準に、追構の確認された箇所を北区、撹乱されている箇所を南区と

し、さらに北区で十字の観察用畦を設けて4グリッド、南区を東西に 2グリッドに区画して調査を進め

た（第6図）。

調査開始後、すぐにt専敷き ・石敷き造構が確認できた。しかし、御嶽の位置や形状等を示す追構は確

認できなかったことから、 L部の博敷き・石敷き追構を残し、さらに周辺を掘り下げて残存辿構の確認

を行った。その結果、古絵図に見えるものと考えられる石栢みの一部と、岩盤に接して南北にのびる石

積み等、新旧の石柏みが重複して確認された。

検出された追構からは、御嶽の復元整備に必要な正確な位阻や形状等を把握することはできなかった。

しかし、『沖縄県首里旧城図』等の古絵図から推測した御嶽の位四とほぼ一致する石積みの一部が検出

されたことから、神の依代と考えられる岩盤を取り囲むように、石積みが構築されていたことを確認す

ることができた。

今回の調査成果は、首里森御嶽の復元整備を含め、今後の「下之御庭地区」の整備における基礎資料

になるものと考えられる。

-9-
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図版 3 発掘調査状況②

図版4 発掘調査状況③
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第4章層序と遺構

第 1節層序（第8~11図図版13下・ 19中・下）

首里森御嶽を擁する下之御庭地区は、平成元 (1989)年度から翌年度にかけて発掘調査を実施してお

り、その際に首里森御嶽の一部と推察される石灰岩岩盤の露頭が確認されている。今回の調査では、こ

の石灰岩岩盤周辺の掘り下げを実施した。前述したとおり、この地区は尋常高等小学校建築に始まり、

先の大戦、琉球大学建設から公園整備工事など幾度となく破壊を受けており、撹乱層が何枚も確認され

た。そのため、これらの堆積土阿は一括して撹乱層とした。また、過去の調査後に埋め戻され、重機で

取り上げた土は客土とした。

南区の大半が撹乱府であることから、北区で設けた十字の観察用畦の屁序を甚本層として略述する。

首里森御狐北区十字観察用畦の基本層序（第8・9図参照）

I層・・・淡灰色土阿

Il陪・・・黄褐色砂利混上層

皿阿．．．褐色土層

IV層．．．礫層

V層．．．褐色砂利混士層

VI胴・・・黄褐色土阿

Vil層・..黒色上恩

珊層．．．褐色土屈

IX胴・・・赤褐色土屈

上記の基本庖は、 ヒ層・中摺・下層と大別することも可能である。上層の I屈.Il層は、主に北 2グ

リッドで確認された博敷き追構の Fに堆柏している近代の造成附である。

中層のm層は、少屈の砂利が混ざる士庖であり、 ヒ部逍構である石積みが乗っていることから造成層

と考えられるが判然としない。調査区西側のlII阿直上は撹乱層である。 IV層は、大小様々な礫が堆栢し、

隙間に褐色土が入る。下部追構の古石栢み直上に堆積している。調査区西側では近代から現代までの撹

乱暦が直上に堆積している。

下陪のV層~VIII暦は岩盤と古石租みの間に堆積している。各層からは少屈の追物が出土したが、時期

の把握はできなかった。 IX庖は地山である。調査範囲が狭く、追構が重複しており、掘り下げる場所が

限定されたことから、地山面の確認は一部にとどまった。

調査南区は前述したとおり、大半が琉球大学建設や公園整備工事等で破壊されていたが、 一部で黒色

土・黒褐色土の遺物包含庖が確認された。この層の広がりを把握することはできなかったが、北区で確

認されているVIII層と同一層の可能性がある。
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第11図 調査区西壁土層図
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第 2節遺構 （第12~ 20図、図版5~ 11・ 13 ~ 19) 
首里森御嶽の周辺は、先の大戦による破壊、戦後の旧琉球大学及び公園整備工事時伴う開発のため、

当初は遣構がほとんど残存していないものと思われた。ところが、狭い範囲での調査であったにもかか

わらず、新旧の遺構が重複した形で検出された（第12図）。近代まで残存していたと推定される上部遺

構の石積み、石敷き、墳敷き、地山面に近く古手と推定される下部追構の古石積み、基壇状遺構が確認

され、多くの成果を得ることができた。しかし、これらの造構にかかる明確な構築の時期は判然としな

かった。

以下、追構の検出状況から上部遺構と下部遺構に分けて略述する。

上部

石積み心構

石敷き ・埠敷き迫構

埠

下部

古石積み追構

基壇状選梢 。
2m 

第12図遺構平面図
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上部遺構

1)石積み（第13~ 15図、図版5・6・9・10・13中 ・14上・ 15)

岩盤の西側で石積みが確認された。両列とも面を持つ一対の石積みである。石幅約40~ 60cm、
高さ約30cmの大きめの雑切石で、南北に約320cm、幅約140cmを計る。両列とも配し方が雑で外に卒

んだ状態で検出された。造成したと考えられる礫層の直上に積まれていることから根石であると

考えられる。この石積みが明治前～中期作成とされる 『沖縄県首里旧城図』 （横内家資料• 第 3凶）

に描かれた石積みの一部と推測される。

石積み遺構

—— 石積み遺構想定ライン

石敷き ・埠敷き遺構

ー一 石敷き ・埠敷き遺構想定ライン

堺

。
2m 

第13図 遺構平面図（上部遺構）
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。
2m 

第14図 上部石積み西壁立面図

図版 5 上部石積み検出状況

力 ‘
■ L: 部 6積み選構

下部，り石禎み遺l,'4

。
2m 

第15図 上部石積みと下部古石積み（の北壁立面図

， 

図版 6 上部石積み・下部古石積みバ食出状況
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2)石敷き（第13図、図版 7・16上）
調査地南区の南東側で石敷きが確認された。幅約10cm前後の石灰岩が敷き詰められている。残存

範囲がわずかで道幅は不明であるが、面を持つ縁石から南北に延びている石敷きであると確認でき
た。石積みの表面は摩耗している。奉神門前に南北に配された石敷きの一部と考えられる。

図版 7 石敷き検出状況

3)地敷き（第13図、図版8・9・13下 ・16中 ・下）
調査地北区で壌敷きの通路と推測される逍構が確認された。長方形の石灰岩を束西の方向へ列

し、内側の一部で縁石に接して灰色系のt専が残存している。残存する範囲は、両側の縁石から長さ
約520cm、道幅約240cmを計る。東側への延びは、位償的に奉神門の増敷き中央階段と関連のある遺
構と推測される。
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① 

①上部墳敷き（縁石）

②上部石積み

③下部古石積み

②上部石積み

③下部古石積み



下部遺構

4)古石稼み（第16・ 17図、図版 9・10・14上・ 15・16・18・19中・下）

岩盤の西側で石租みが確認された。東西に面を持つ一対の石積みと考えられる、幅約50cm前後の

雑切石を 3段~7段積んだ石積みが残存している。 石積みの残りが良い箇所で高さ約120cm、傾斜

角度は約20度である。南北方向に延びており、長さ約340cm、幅140cmを計る。上部の石積みと比べ

ると縁取りの仕上げ ・積み方は丁寧である。

ッ
一

． 
古石積み遺構

ー一 古石積み遺構想定ライン

｀ 
岳壇状遺構

基讀状遺構想定ライン ゜
Zm 

第16図遺構平面図（下部遺構）
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5)基培状迫構（第16・18図、図版11・I,1中 ・J7・19上）
中央石灰岩の東側で石積みが確認された。岩盤に接して南北に延びる片面石栢みで、東側に面を

持っている。調査区の南側は排水管が3本通ることから、これに分断された状態で3箇所に点在し
ている。しかし、石材の大きさや積み方の状況が類似し、延長方向も一致することから一連の追構
であると考えられ、また、石積みが片面のみであることからも、何らかの建物に付随する基壇にな
るnf能性がある。北側への延びは、上部辿構の博敷きに料り込んでいる。

キム キ‘El• 124.100m— 

。
2m 

第17図 下部古石積み西壁立面図

ク
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立

北

第18図 下部基壇状遺構西壁立面図

中央
南

l 

図版11 下部基壇状遺構検出状況
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遺構考察

今回の調査は、首里城を描いた古絵図の中でも、測量技術の基に製作され、信憑性が高いとされてい

る『沖縄県首里旧城図』（横内家資料・第 3図）に描かれた首里森御嶽の残存遺構確認を目的として進

めたが、御嶽の正確な位置・形状・規模の確定には至らなかった。しかし、検出された上部遺構の石積

みは、いくつかの古絵図に描かれている石積みの一部と推測されることから、首里森御嶽復元整備の基

礎情報として有効と思われる。

検出された遺構は便宜上、上部遺構と下部遺構とに区分した。上部遣構は古絵図等に描かれている遺

構の一部と考えられるが、下部遺構は古絵図により確認できない古い時期の遺構であると考えられる（第

19・20図図 版18)。

上部遣構のうち、 t専敷き及び石敷きは、遺構縁石のレベル高がほぼ同じであることから同時期の可能

性があるが、石積み遺構の時期については判然としなかった。

下部遺構の古石積み・基壇状遺構は、神の依代とされる石灰岩岩盤の周囲に配した遣構と考えられる。

今調査では、両遺構の時間差を遺物から確認することはできなかったが、これらの性格をより詳細に把

握するためには、御嶽周辺を構成する「下之御庭地区」での広範な追加調査と、 「京の内地区」発掘調

査で検出されている造構との比較検討が必要である。

サ―
EL-124.lOOm -

サ‘

上部石敷き遺構

下部基壇状遺構

第19図 上部石敷きと下部基壇状遺構の東西断面図

シ
EL-124.1伽一

シヽ

上部石積み遺構

下部古石栢み遺構

黄掲色土

。
2m 

第20図 上部石積みと下部古石積みの東西断面図
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第 5章遺物

今回の調査により得られた追物の熾は、追物収納用コンテナで25箱と、これまでの首里城跡発掘調査
における遺物量に比すると少ないように思えるが、調査面積が64m'という小規模な範囲の中での出土数
ということでは、決して少砿といえない旦である。その種類も多様で、様々な輸入陶磁器をはじめ、瓦
類、沖縄産陶器、金属製品、石造製品等、多岐にわたる辿物が出土している。
遺物の年代としては、青磁・白磁で15世紀前半から16世紀前半、染付で15世紀から 18世紀までの数値

が得られており、数贔的に15世紀前半から16世紀の資料が多いことから、この年代が中心になるものと
思われる。

次に、追物の種別ごとに節を立てて報告を行うが、総合及び個々の集計表及び図版は巻末にまとめて
掲載した。

第 1節育磁 （第 1~ 5・37・38表、第21・ 22図、図版20・21)
青磁は小規模発掘ながら碗、皿、盤、鉢、瓶、壷、水注、人形等の大小多様な器種が得られ、総数で

225点を数える。年代的には13世紀から16世紀代までに及ぶが、数屈的に11世紀後半から15世紀前半の
製品が中心になるものと思われる。焼成地は3Iの泉州窯系以外は、その特徴から概ね龍泉窯系の製品と
思われる。

器種ごとの出土数では、碗が最も多く (152点/ 67. 5%)、次いで盤 (22点/ 9. 7%)、皿 (20点/ 8. 8%)、
瓶・壷 (18点/8%)、その他 (13点/ 5. 7%) となっている。この中で11点 (6.2%)の頁料において
被熱によ り釉が溶解し、変形・発泡・変色していることから、火災・戦災の影孵が考えられ、その内11
点に瓶 ・壷類が含まれる。

次に、出土した胄磁の中から碗、皿、その他製品について特徴を記す。

碗： 碗の口縁部は59点が得られているが、その形状として直U (21点/ 40. 6%)、外反 (29点／
cl9. 2%)、玉縁 (6点/ 10. 2%)がみられ、玉縁は少ない。文様は蓮弁文、雷文、草花文等が確認
できるが、比較的雷文の数が多く、これらの文様は直口碗に多く施文され、外反碗は横線文か箪花
文が見られる。玉縁碗は無文である。

底部は21点が得られており、高台の断面形状は外側を削った台形が多い。釉の範囲は高台脇まで
の資料が多いが、高台内までかけて釉剥ぎを施す資料も見られる。見込は施釉・無釉とがあ り、印
花文や圏線が巡らされた衰料は施釉されている。

時期的には13世紀前半から 16世紀前半までと考え られるが、 11世紀後半から 16世紀前半の製品が
中心になるものと思われる。

皿： 皿の口縁部は8点得られており、形状は口折、外反、稜花の 3種が確認できる。文様は口折、外
反で外体に片切り彫りによる蓮弁文が施され、内体では、口折皿は無文で、外反Jill.で丸彫りの蓮弁
が見える。稜花皿については、内外面に施文され、文様は両面で草花文を施すものと、外体に蓮弁
文、内体に草花文を施文する資料とがある。

底部は角高台で、施釉範囲は高台脇、翡台内釉剥ぎ、畳付までと定まらない。見込みは無文だが、
円形に蕗胎を成す毀料も見られる。

年代は14世紀後半から 15世紀前半と考えられる。しかし、これら資料は出上数が希少なことから、
数凪的な傾向を読み取るに至らない。

その他製品： 碗、皿以外の製品で目立つ存在なのが、壷、瓶、水注等の大型製品及び型作りによる人
形である。壷、瓶についても破片資料のため、そのどちらか判別が困難な資料も含まれるが、これ
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と蓋の破片を合わせると18点出土しており、青磁出土総数の 8%を占め、少ないとはいえない磁で

ある。

水注や人形の破片は各l点ずつと少ないが、 今 回の約64rrfという小規模な発掘の中でこれだけの

多様な資料が出土したと い うことは、この周辺も含めて相当数の大型かつ希少な陶磁器が存在した

ことが想定できる。

また、被熱を受けた青磁の総数14点中、 11点が壷 ．瓶に含 まれていることか ら、首里城 の火災と

の関連が考えられるとともに、調査区の南西約20mの地点には、多拭の陶磁器が出土したことで知

られる京の内倉庫跡 (l459年失火か）が存在してお り、その関連も想定できる。

第 1表 中国産青磁観察一覧 (1)

図轟^~ —• —— 
I 

位高台径
(cm) 1 

文様構成

第2l図 . I 12.2 
外体面：片切彫蓮弁灰，T色で光沢な黄褐色～灰 口唇がやや内側に舌状に尖

北2

図版20 I碗 I巴緑 ー 文で粗い lし。粗い虹人が 色で隙問が る碗。14世紀後半~l5世紀

内体面：無文 不規則に人る。 多い。 前半。
11刷

T - 1--+--+- —+ 
1外体面：剣先蓮弁文駅緑色の透明

被熱のためか表面がやや発

内体面：無文 釉。粗い貝人。
灰白色で密。泡。15世紀前半~16世紀前 客土

l 半。

の

ー 文・ラマ式蓮弁文 失透釉。表面ざら灰白色で密。先の一部が見える 14世後

内体面：I佐I線二条 つく。 半~15世紀中薬c

I I l 
5.2 外体面：片切彫祖

文・ラマ式蓮弁文
オリーブ色の半 口唇はやや外反。施文は丁

-I仏J体面：片切彫雌花透明釉が序＜氣灰白色で密，寧。14世紀後半~L5柑紀中 撹閃信
ー 文

1泡多い。 菜。

7 - - -
4.6 外休面：Fil花雷文・

碗 ！胄iI且 蓮弁文 光沢のない緑白 雷文は内外ともに密だが、外 南2
色の半透明釉が灰白色で密 体の蓮弁は間隔が広い。ロ

部
― 内休而：fD花叩文.I JJ-;:v,。 唇はやや内傾。15世紀。

撹乱尼

ー 草花文

〗 1 「上 t • 
碗

i 直 n 16.3 外体面：印花雷文・ 褐色の透明釉。 r t 
ロ 1緑 1 ー 波頭文 1貫人は全休に密黄1'1色で密。

口唇断面は丸く破片下部より 北1

部 内体面：印花雷文 「人る。 ,,. - 片手。15世紀前半。 1Y居

6—~-+,--~1 --丁-t I 

外InI 文

. ― 外体面：片切彫単花
オリープ色の透 口唇断面は外反し舌状に尖

碗 1反縁 ― 内体面：片切彫四方欺］釉が/'.£く気泡灰1』1色て密。る。施文は繊細。14世紀後半 柑喜畠

I 
部

把
多い。 ~15世紀前半。

―. ~ ― ' I . 
I l +- + 

外 1ロ
碗縁

外体面：＇｝認

I 反音II ― 内体面：無文

ー！ご口:;

観 察事項 l 

＇ 
1 釉 素 地 （色質・

丁―—- ―→ 出土

（色範囲・貫人） 混和材）
所見 地 点 ・胴

7
 

|オリープ色の透 口唇外面下部を僅かにr~ま
明釉が厚く気泡 灰白色で密。せ、外反を強調。14世紀後

1多い。 半~151U:紀中娯。

― -L +--
1艶無しオリープ色明灰色と白色1口唇が緩やかに外反する

の半透明釉が薄の斑状で若 碗。器厚は一定。 l'1世紀後

Iくかかる。 干軟質。 半~15柑：紀中菓。

一

＿
 

I
 

北2

II層

北l
VI~ 

4
屈

北

w
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第 2表 中国産青磁観察一覧 (2)

ロ径

図 ・図版器器部器高
観察事項

番号 種形位門ご門1 文様構成 （色・象旦．貫人）素地畠虚 所 見

出土
地点・陪

第21図 14.7 

n 断面から内外面ともオリープ色の半

図版20 碗 外 縁
に施文が確認できる透明釉が厚く気 口唇が丸くやや厄い外反の 北3

反 部
が、器面白濁のため泡多い表面白 灰白色で密。 碗。14世紀後半~15世紀中

詳細不明。 濁。 ゜ 菜。

IV府

JO 

＋ ~ t 

16.4 

碗 i= -無文

□ ~ 8 -

文
無

—-T>

— 
ロ緑部

—•|| 

外反
一

碗
← 

2 ~ 
外 ロ

碗 反 縁部

13 

r 
I I 

口
玉 緑

碗 緑セ.. 11 

14 

~ -+ 

底
碗ー 部

16

ロ

ー 無文

↓
.
 

ー 無文

6.8 

- I 

碗 一
底

部

l 7 I 5.3 

＋
 

内外面：無文

内底rfii:槌l線一条

気泡を含む明緑

色釉が肛い。貰 灰褐色で気
目唇が宝緑状で外傾する

入は祖く裏面に 泡あり。
碗。1'l世紀後半~15世紀中

石灰分が付沿。
菜。

一

光沢のあるオリー

プ色の透明釉が ． 

）＇｝い。口唇端は
）火白色で密。

口唇端のみを外傾させな 11 北4
世紀後半~15世紀。 IV恥

褐色。

~ t ↓ 

灰オリープ色の ｝火色・淡必色口唇端は丸く、やや外反する
北1

失透釉。細かい の斑状で軟 碗。14111:紀後'f':~15111派叫l

貫人 質， 鉗
Vl庖

+ ~ ~ 

賠オリープ色の r I唇外1!11ト部を僅かに「りま
北］

失透釉が沌い。 灰 l'l色ヽで隙 せ、王緑を強調 J1tll:紀後 yl);;tj 
細かしヽ貰人。 間多し 。 半~15世紀中築。

... 

＿
 

胎心
路こ

~

r 形ーF
 

．．
 込見

ロ
／底

部

15

」
I

碗

＋ ＋  

ー←

オリープ色の半

縞蓮弁文に伴う底部透剛釉が内面と
灰白色で僅

賓料 高台脇までかか
かに隙間あ

る。
り。

凹凸のある灰占

色の失透釉が高
灰白色で僅

台脇まで。見込
かに隙間あ

は瑛状に蕊胎。
り

灰白色の油い釉

が嵩台脇まで。 灰白色で密。

高台肉に飛沫。

見込が僅かに盛り上がる。炉j

台断面は台形で面取りがさ

れ、外側のみ接地。高台内

1の削りは粗し‘。13JU: 紀~14
tll: 紀。

l
 

断血台形の高台。見込中央

に釉剥ぎ貝の支点痕及び同

心円状に擦痕あり。成形・施
釉・焼成ともに雑。他泉か幅

建産。14世紀末~15世紀中

菓。

誓悶喜言闘嘉瓜言嘉~ I
しあり。見込は浅く渦巻状に

帷栂痕が残る。14世紀後半
~15世紀中鋲。

I 

北4
IV罰

南2

県色士
(I:) 

北4
VI府

客土
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第 3表 中国産青磁観察一覧 (3)

1 出土
地点・層

第21因

図版20 底

部
南2

撹乱恩

18 6.3 

~ 

文無

―

―
 

底

部
碗

19 6.2 

北4
w層

碗 I―喜

20 

21 

6.8 

碗，一旦

6
 

底

部

外体而：無文
ー ，内体面：不明

内底面：無文

5.4 

11.6 

小 1直
碗口

I 
23 

第22図

因版21 I 1llL 

24 

ロ
縁
部

外体面：蓮弁文

内体面：草花文

ロ
縁
部

口
折皿

5
 

2
 

11.1 

:~~::: 彫蓮弁;f、羞己望
6.5 I 

-t— 

外体面：片切彫蓮弁

文
暗オリーブ色の

内体面：無文
失透釉が原い。

北l
IV辰

旱三情
［長, _J_ 

外体面に丸みを幣びた幅広

の蓮弁が彫られる。弁先は5

灰白色で密。
暉ほど離れる。nJ岳上面は 北2
水平で角部は11:[手。角高 11序
台。14tlt紀後半~15世紀前

］半。一 L
鋭い蓮弁が間隔をあけて施

灰白色で密。
文。口緑は胴部と同様な厚さ

で緩やかに折れる。14世紀

後半~15世紀前半。

南2
撹乱層
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第 4表 中国産青磁観察一覧 (4)

ロ径
図・図版器器部器高ー
番号 種形位凶台径

(cm) 
文様構成

観察事項

釉 素地（色ば・「
（色・範囲・貫人） 祝和材）

所見

出土
地点・府

第22図

図版21

26 5 
2 ー

i 

い緑部口緑部
← 

口折外反
＋ 

皿皿

27 

t 

JIil 稜 「l
花 粒

28 部

＋ 

ffil 稜 III 
花 緑

29 部
l- ＋ +-

ffil 稜 ロ
花 粒

部
30 

ー

•I~ 

t" J求rーし1'

自油i

皿

31 

t ~ 

膝
皿折

32 

I Jill -

33 
＋ 

illl j _ 

I 
34 

外体面：片切彫蓮弁 生地は「l唇で角を付けて外

文
オリープ色のT
透明釉が原い

灰白色で密。
に折れるが施釉により丸みを

内体面：無文 帯びる 141U;紀後半~1sttt:
紀前半

t 
外（木而：片切彫蓮弁 灰白色で密文様は簡素化された印後。
文 明緑色の透明釉施文により部膀・ロ絃は緩やかにS字状に
内（本面：丸 f彫蓮弁が厚い， 分的に断面 折れる 14世紀後半~15世

ー 文 簿い紀前'j's

11.8 口唇端は稜花に沿って叉状

内外面：片切彫＃；花
被熱により荒れた

被然により灰
几で緑取りされる膝ば「く」

文
暗オリープ色の の字状に折れる被熱により
釉が｝ばし、）

色に変色。
表面ただれる IS世紀前'f

i頃 I-

口唇端は稜花に沿って叉状
内外面：片りJ彫位花被熱により荒れた 具で緑取りされる腰ば「<J
文 オリープ色の釉

11火白色で密
(/)字状に折れる被熱により
表面ただれる， 15世紀代'，

j 
台形高台の稜花皿腰・ロ縁
は緩やかにS字状に折れる。
t4世紀後半~15111:紀代

＋ 

13.1 外（饂：片切彫述弁
文 明緑色の透明釉I

3.、1 内体面：片切彫位花がri:i台内側ま 灰白色で密。
文 で兄込甜胎

5.2 内底rui:見込翫胎

無文

「-f 
底 1内外面：不明
部 ― 内底面：見込臨胎

5.6 
＋ 

底 内外面：不明
部 内底面：凸l剖線

t 
5.2 

一 t一

I 
底 内外面：不明
部 内底1fri:凸圏線

7.4 

日
盤鍔 緑

緑
35 部

t 
「J

盤鍔絃
縁 部

36 
~ 

n 
盤鍔 粒

緑 ．部
37 

外体面：無文
内体1fli:蓮弁文

＋
 

ー 無文

-t 

ー 無文

で。

一

艶泊し／火緑色の
粒(-(/)粗い

／速い釉が胴部t 灰色の牛地
に黒色粒子

が多し‘

表1uiFl濁の明緑:I 
色代付脇まで 灰!'I色で粗
兄込はPl形にIi,¥{Iい。
胎。

オリープ色の失
透釉が，L,S台内側 灰白色で密

料台断1.fiiは）j形で外側角を

陀かに隙1mあ—
1fri取りナる邸台内面に砂目

まで。被熱で発
Iり。

升lI・1tit紺:cf妥'I←~J51lt糸じ1lii
泡。 'I"・。

t 

明緑色の失透釉
が高台脇まで。 灰白色で密。
被熱により濁る

泉ヽ）・I、I寮系の浅T01111。日It{端 I 
は丸く胴から緩やかに立つ 南l
胴下部の森胎部に帷櫨痕及 切イi南
ぴ被熱による煤付礼 l'1・15I黒色J:彬
111: 紀

，漏台はやや外側に開く）j形
で外側角が面取りされる品
台内は円形に削り痕が明
瞭 14111:紀後'/"~15111:紀中
茉

I 

被熱により釉の1<面がただ
れ、砂礫＾合が付行する。科台
ば角形で脇に削りを入れて
角を形成高台内面は1,,]心
円状に削り痕。 14世紀後半
~15JIJ: 紀中葉

I 

灰オリープ色の 橙色の索地 鍔の先端をつまみ上げるタイ
釉微細な貰人 に白色微粒 フの盤 14Ill: 紀後半~15世
が全面に走る •f。 紀中採

＼ 

オリープ灰色の 1 鍔の先端をつまみ上げるタイ
透明釉全面に フの盤i愕の幅は15呻と狭
貫入。釉災に黒

灰白色で密。
い。14世紀後半~15世紀中

色粒+ ,!,; ぶ

オリープ／火色の
釉が邸手。全面灰色で密。
に細かい貫人

「鍔が叩れな盤。n唇端は僅
かに反りヒがる端部は丸
い 14世紀後'l'.-.~15世紀中
戒。

4
,
 

＋
 

南2
揖乱肘

2
層

北

＂

イ＜明

南2
脱乱M

北1
IV厄

南2
揺乱枢i

南2
撹乱倍

捨上

1
培

北

IV

南2
撹乱崩

北3
撹乱府
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第 5表 中国産育磁観察一覧 (5)

＇図・図版 1器 1器部 1醤
番号 種形位 り讐1 文様構成

観察事項

釉 ―[面~
（色・範囲・只人） 混和材）

所見
l 出土
地点 •隠

居
如
乱

一

撹

一

碑
覧

一

尖
贔

―

言三
が
盤
ち

部
の
立

一」

付
形
に

皿
旦
足
か゜

密で色

[
 戸

線

弁
幽

蓮
麟

鐸

5

下

丸

印

闘
鱈

外
内
文
内

―

ー
ー
ロ

底
部

uLL 

盤

8
 

3
 

図

21

22

版

第

図

．．
． 

壷

水

注

I

I

'

ロ
ー

人

:
I
 

[ニ/[足[府[
ーニ
ニ
[
[
被
／
］
-
[
／形

文

描

明

圏

切

文

切

文

蓮

文

成

。

無

櫛

不

凹

片

無

片

無

鏑

無

．．． 

疇

輝

文

一

耀
麟

一

鱈

麟

一

鱈

麟

）

鱈

鱈

）

一

文

飢

5

外

内

無

内

内

外

文

内

外

文

内

痕

外

内

痕

無

型

草

-

_
 

?
1

1

 

ロ
ロ

□

ロロ

尺IIt
接：ロ
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＼言デ曰曹 □戸亨~ 芍 ー7一疇 7/

／／ 

――、

ー

ヽ

IIII 
▽, 

/I 
□ 

8 10 
11 

\,~T~-l ¥ー一 丁7 ▽ v.7 
14 

12 13 

ェ」二ぞ
15 

、二：
18 ＼戸／／

、ここ~-
21 

I 0cm 

二二三了こ 、こ／
16 17 

19 

言`È
 

I

-

22 

20 

~ 23 

第21図 中国産青磁 (1)
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24 

27 

ーロー／
31 

｀ 25 

門臼尋／三
28 29 30 

＼＼三 I

更w-,,

ヽ`ー
26 ― 

、＝ニマ、三ノ／
33 34 

32 

こ巴~ :~
35 

ーこ〉戸
36 

ー可戸―一言戸戸
37 

ヽ

畜‘
ーージ~, ' 

39 

40 

41 

38 

川
口
'

~,f 
42 

43 

I 44 

0

バーバ

ヽ
―

贔イ
贔
ー
《

昌
口

46

鼻
ぃ

，ロ
＇府

且

。

巳
9

旦＇竺
'
0
45

第22図 中国産青磁 (2)
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第 2節白磁 （第 6・37・39表、第23図、図版22)

白磁は出土総数41点と比較的少ない。ほとんどが小破片で全形をうかがえるような資料はない。その

うち 10点を図化した。全体に精巧な作りの物は少ない。詳細は観察表に譲る。

第 6表 白磁観察一覧

図・図版器器 国贔悶 I
番号 種形位 高台径

(cm) 
文様構成

1 出土
地点・層

第23図

図版22 外
口

碗縁

1 反部

I I , , 

＋・一‘

ロ
縁
部

T'’. 

外

反

＿
 

碗

一

2
 

ロ
縁
部

小
碗

3
 I , I I 

＋
 ↑

 

香

炉

_L
 

4
 

I 

5贔喜i
I I' 

ロ
縁
部

直

n
皿

7 ＿ 

底

部

皿ー 底
部

14.2 

-I 

- I 

4~ 
7.6 

I ＋ 

-「一—
―

―

―

 

ロ
縁
部

！
~

外

反

＋
 

碗

6
 

＿
 

―

―
 

観察事項

釉ー［ 素地
（色・範囲・貫人） （色質混和材J—- 所見

雪犀戸 I灰白色て緻密。 ；］界塁下部に窪

--- t — -~ .. -

圏悶言噂は。を栢ひt: [Rn~,.. 密。 隣言。ら屈曲し I里色環

→ -- 1 
釉は白灰色で貫

r n禿げの端反口縁碗。11唇部 南1

人は見られない。
白色で緻密。 から口緑内面にかけて臨胎。13 切石南

世紀~14世紀中菜。 黒色上陪

t -
附底は露胎する。外面も岱台脇

まで裁胎。麻台内は削らず平ら 客ヒ
で中央部が若干窪む。明代。

釉は材灰色で貰

人が見られる。
灰白色。

~ 

8
 

I 4.8 
I I 

I I' 
皿ー喜

n
縁

部

小
杯

□

□

:
 

釉は白色で貫入
は見られない。

白色で緻密。

← + -t 

底部から緩やかに膨らむ型作り
の小碗。福建系。17世紀頃か。

北3

撹乱陪

ーニ＋＇寸， ＿

10 

釉ぱ白色で薄く
外反する碗。口緑下部に在みが

施釉される。
白色で緻密。 見られる。被熱を受ける。14~

j 
15世紀代か。

7 t 
I 

釉は白色で貰人 胴部から口緑部に向かって直口
が見られる。

白色。
する碗。14~15世紀。

-~- I L 
— 誓戸／戸悶尼｀。醤門菫ら唸。:誓I

I -r 
釉は白色で貰入

が見られる。
乳白色。

t 「――

無釉。 I白色。

南2

撹乱屁

客十

北1
撹乱居

高台内側は薄く削られ涵台は低 北3t。内底・外底は露胎。明代。 IV居

切高台になる小杯である。 外~
には面取りを施し口縁部は山形 北1

I 
になる。焼成は悪く被熱を受け IV胴
る。15~16世紀。
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第 3節 中国 産染付（第 7・37・40表、第23図、図版22)

中国産染付は総数71点が出土している。主となるのは碗、皿などで瓶、壺、盤などの出土は少ない。

白磁と同様に小破片のため全形をうかがえるような資料はない。

第 7表 中国産染付観察一覧

ロ径 観察事項
図・図版 益ロロ 益nロ 部 器麻 出土
番号 種形 位 高台径 文様 釉・呉須 素地 所見 地点・層

(cm) （色・範囲） （色・質・混和材）

第23図 12.2 外反する碗の口縁部片。外而は

外
ロ

外面：亀甲文 釉淡灰白色 2条の固線に挟まれた部分に亀 南1
図版22 碗 縁 灰白色

反
部

内面：四方欅文 呉須やや鮮明 甲文を描く。景徳鎖窯。15世紀 撹乱層

II 中莱~16世紀初頭。

直口する碗の口縁部片。外面に
北1

直 ロ 釉： 白灰色
は2条一組の圏線に挟まれた波

撹乱恩＋
碗 ロ 縁 外面．波濤文 白色 滸文を描く。胴部には芭蕉文

部
呉須：やや鮮明

か。景徳鎮窯。16世紀前半～中
北3

12 葉。
撹乱層

胴部から直線的に開く直口の

直
ロ

釉 ・透明釉 碗。外面は圏線に挟まれた部分 北3
碗 縁 外面•波滸文 灰白色

ロ
部

呉須：やや鮮明 に波沿文を描く。景徳鎮窯。 16 撹乱恩

13 世紀前半～中葉。

ロ 直口する小碗の口縁部片。外面
小 直

緑 外面：唐草文
釉．胄灰色

白色 には唐草文を描く。景徳鎮窯。
南2

碗 ロ 呉須：鮮明 撹乱附
14 部 16世紀後半~17世紀前半か。

口
13.8 外反する碗の口緑部片。外面は

碗
外

縁 外面：花唐草文
釉 ：淡灰白色

灰白色
口唇下部に圏線を巡らし胴部に 北1

反
部

呉須・やや鮮明 は花唐草文を描く。福建系。18 撹乱届

15 世紀。

20.6 外反する鉢の口縁部片。釉は青

外
ロ 釉 ：肖灰色 みがかった灰色。外面に文様を 北3

鉢 縁 灰白色
反

部
呉須•やや鮮明 描くが形態は不明。福建系。18 撹乱屈

16 世紀。

ロ
16 外反する鉢の口縁部片。外面は

鉢
外

縁 外面花唐草文
釉．灰白色

淡灰黄色
口唇直下に圏線。胴部に花唐草 南2

反
部

呉須：やや鮮明 文を描く。口唇部は釉剥ぎ。福 撹乱恩

17 建系。 17世紀末~18世紀前半。

砧台は油く高い。昼付は謡胎す
底 釉•灰白色 北3

碗
部

内面：草花文
呉須：やや鮮明

灰白色 る。見込は草花文を施す。最徳
撹乱屈

18 4.8 
鎮窯。15世紀末~16世紀前半。

外反する小碗の口緑部片。外面

小 外
ロ

釉淡灰白色 は口唇直下に囮線を巡らし胴部 南2
縁 外面．菊唐草文 白灰色

碗 反
部

呉須：鮮明 に菊唐草文を描く。股徳鎮窯。 撹乱層

19 18世紀末~19世紀前半。

I 高台は簿＜畳み付けは露胎す

底 釉 ：灰白色
る。内面に圏線、外面に圏線と

皿
部

外面：草花文
呉須．鮮明

白色 草花文を描く。畳付は露胎。景 不明

徳鎖窯。15世紀末~16世紀前
20 9.5 半。

高台は低く腔付には砂の付府が

皿
底 釉 ：灰白色

灰 白色
見られる。和台内には内判りの 北4

部 呉須：やや鮮明 痕跡が飛び飽状に残る。呆徳鎮 撹乱庖

21 7 窯。16世紀末~17世紀前半。
->- ＇ 

高台は低く性付は露胎する。呉
底 釉．灰白色 北1

皿
部 呉須．やや鮮明

灰色 須の発色は良くない。景徳鎮
1V恩

22 窯。16世紀。

高台は低く覺付は露胎する。商

皿
底 釉透明釉

灰色
台脇には蓮弁と思われる陽刻が 南2

部 呉須：やや鮮明 見られる。釉はやや濁る。景徳 撹乱層

23 鎖窯。16世紀前半～中葉。
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第 4節 中国産褐釉陶器 （第8・37・41表、第24図図版23)

中 国産褐釉陶器は器種別にみると揺鉢 (1)、鉢 (2)、亜 (3~ 16) などがみ られる。 そのう ち、

壷は口縁部が方形を呈 するもの (3、 8、 9) と玉縁状を呈 するもの (4~ 7) に分かれる。 個々の詳

細については観察 表に譲る。

第 8表 中国産褐釉陶器観察一覧

図 ・図版 器 部

口径 観 察 事 項
出土

器形
公oo』.-倍・. 

文様 釉 素 地
番号 種 位 底径 所見 地 点 ・恩

(cm) 構成 （色・範囲・只入） （色・質・混和材）

第24図 7本屯位の櫛目をほど

図版23
揺 胴

無文
外面：淡茶色 素地：淡茶色

こす。外面にヘラ削りが
北3

鉢 部 内面無釉 混和材白色微粒子 IV附

1 
みられる。明代。

内湾する器形で n 素地：淡橙色 釉薬の大部分が剥落。

鉢 ロ縁部内面が玉 縁 無文
外面淡黄色

混和材 白色・県色微 黄釉鉄絵の可能性あ
北2

内面：淡黄色 II層
2 粒状に肥｝弘 部 粒子 り。 13~15世紀。

u縁部が方形に
n 17.6 

外面：茶褐色
素地：淡橙色

内面に輔櫨痕がみられ
南l

壷
肥原。

縁 無文
内面：無釉

混和材．白色・黒色微
る。 14~15世紀。

切石西

3 部 粒 f 黒色礫陪

ロ縁部が玉縁状
n 11.6 

外面：褐色 索地：淡茶色 北4
亜

に肥厚。
紋 無文

内面：褐色 混和材．白色微粒十
丁寧な成形。明代。

¥Ill@ 

4 部

〇緑部がエ緑状 口 13 
外而：灰色

素地・暗灰色 白化粧に透明釉。襄面
北l

'i/ii: に肥厚。）出部が 緑 無文
内面：茶色

混和材：白色・黒色微 に輔紺痕。胴部に鉄絵
IV/f'i 

5 強く張る。 部 粒千 か。

n緑部が玉緑状 「I 素地：淡茶褐色 北lIV胴

壷 に肥厚する。府 緑 無文
外面：淡茶色

混和材：白色・黒色微 裏面に輔櫨痕が残る。 ＋北4
内面：淡灰色

6 部が強く張る 部 粒 f 撹乱肘

ロ縁部が下緑状 n 素地：茶褐色

壷 に肥屁。訂部が 緑 無文
外面淡灰色

混和材：白色・黒色微
北l

内而：淡灰色 I¥/府

7 強く張る。 部 粒子

n縁部が方形状
n 19.4 

外面：褐色
素地．淡灰色

ロ縁部内面にヘラ削り 北4
甕

に肥厚。
緑 無文

内面：褐色
混和材：白色・黒色微

が人る。 15~16世紀。 [I陪

8 部 粒＋

ロ緑部が方形状
ロ 22.8 

外面：褐色
素地．淡茶色

ロ緑部内面にヘラ削り 南2
甕

に肥厘。
緑 無文

内面：褐色
混和材：白色・、県色微

が人る。 15~16世紀。 撹乱府， 部 粒{-

素地：淡灰色 北2II約+南

壷
胴部へほぽ直線 底

無文
外面：褐色

混和材：白色・黒色微
饒櫨痕が明瞭に残る。 2黄褐色礫凶

状に立ち上がる。 部 内面：褐色
粒 f-

15~16世紀。 ＋北4撹乱荊
10 19.2 

屈部にくびれを 素地：淡灰色

壷 持ち、底が盛り上
底

無文
外面：茶褐色

混和材：白色・黒色微
内底に帷櫨痕が明瞭 北4

部 内面：茶褐色 に残る。 15~16世紀。 Il附

11 がる。 14.8 粒 f

素地：灰色

壷
腰部にくぴれを 底

無文
外面：淡茶色

混和材：白色・黒色微
内面に帷櫨痕がみられ 北1

持つ。 部 払）而：暗褐色 る。 JV層

12 粒子

素地：灰色

壷
底部から胴部へ 底

無文
外面：淡茶色

混和材；白色・黒色微
内面に輛櫨痕がみられ 北l

の開きが弱い。 祁 内面：暗褐色 る。 IV屈

13 粒＋

素地：灰色

壷
胴 有文 外面：茶褐色

混和材：白色・煤色微
内而に輔櫨痕がみられ 北3

部 不明 内面：無釉 る。 14~15世紀。 撹乱肘

14 
粒(-

素地：茶褐色

壷 ir.J部に耳を貼付。 耳 無文
外面：淡灰色

混和材：白色・焦色微
内面に輔櫨痕がみられ 北1

内面：褐色 る。 IV庖

15 
粒子

外面：褐色 素地：淡茶色

壷 訂部に耳を貼付。 耳 無文 内面：一部茶褐 混和材：白色・黒色微
内面に糖櫨痕がみられ 北1

る。明代。 撹乱屑

16 色 粒子
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第 5節 その他の輸入陶磁器•本土産陶器（第 9~ 11・3 7・42 ~ 44表、第25~ 27図、図版24・25)

その他の輸入陶磁器として、瑠璃釉、鉄釉磁器、無釉陶器、黒釉陶器、 三彩、ベトナム産染付、タイ

産陶器、本土産陶器が出土 している。器種別にみると、瑠璃釉・鉄釉磁器は小碗 (1、 2、 3) 無釉陶

器は袋物 (4)、黒釉陶器は天目茶碗 (5)、三彩は水注 (6~ 13) と水滴 (14~ 22)、ベトナム産染付

は碗 (23、24) と壷 (25)、タイ産陶器は壷 (26~ 30) で、バンプーン村窯産の無釉壷 (27) が含まれ

る。本土産陶器は碗 (33) と土鍋 (34) がみられる。個々の詳細については観察表に譲る。

第 9表 その他の輸入陶磁器•本土産陶器観察一覧 (1)

ロ1全 観察事項
固 ・図版 種類・益ロロ

器形
部 器高

文様 釉 素地
出土

番号 産地 種 位 底径 所見 地点・層
(cm) 構成 （色・範囲・貰入） （色・質・混和材）

第25医 ロ 13 
釉色外面青灰色、内

畳付けにアルミ

小
直ロロ縁。腰 緑

面白色
ナが付芯。徳

北3
図版24 瑠璃釉 部に丸みを I 4.2~4.4 無文 素地・白色 化窯。 18世紀

碗
持つ器形。 底 範囲：外面蛇の目釉剥

後半~19世紀
m陪

l 部 4.5 ぎ
前半。

器面はヒ ン゚

小
ロ ロ縁部肉

釉色：外面青灰色、内
ホールが多い。

南2
瑠璃釉

碗
外反口縁 縁 面に圏線

面臼色
素地：淡茶色 景徳鎮。 16世

撹乱層
部 を一条。 紀後半~17世

2 紀前半。

口剥げ。徳化

鉄釉 小
ロ 釉色•外面茶色、内面

窯。鉄釉部は

磁器 碗
直ロロ縁 縁 無文

白色
索地：白色 艶消し。18世紀 埋土

部 後半~19世紀

3 前半。

袋
内面に輔櫨痕

物 外底部は平 素地•暗茶褐色
無釉

坦に仕上げら
底

無文 混和材．白色 •黒
が明瞭に残る。 北4

陶器 小 部 宜興窯産。明 撹乱層

4 ...t れている。
4.8 

色微粒子
代。

｀ 
天 胴部に丸み

釉色：茶色 素地淡茶色
腰部に箆削り

黒釉 目 を持つ器形 胴
無文 範囲：外面は胴部下側 混和材：黒色微

がはいる。外面 南2
陶器 茶 になると思わ 部

まで 粒子
に輔鑢痕が明 撹乱陪

5 碗 れる。 瞭。明代。

素地：淡茶色 型作り。草文は
二ー杉;0/ 水

果実形か
胴

単文
釉色：J紅文部分は黄、

混和材：白色・黒 浮き出る。明
南1

注 部 無文部分は緑釉 撹乱思
6 色微粒子 代。

素地：淡茶色
鶴形水注の背

二ーや杉
水

鶴型水注か
胴 背の部分 釉色．緑色

混和材•黒色微
面。把手の接 北1

注 部 か 範囲内面無釉
粒子

合面が残る。明 w恩

7 代。

素地．淡黄白色
鶴形の下部。

二ー~杉/ 水
鶴型水注か

胴
芹花文

釉：緑色
混和材黒色微

型作り後接合し 北3
注 部 範囲 • 内面無釉

粒子
た境界が見え 田層

8 る。明代。

水 把 釉色：緑色（白化粧上） 断面方形の把 北4
-：：：：：A吃ゾク 不明 無文 素地：淡茶色， 注 手 範囲：全面施釉 手片。明代。 撹乱栖

s字状管の注

三彩
水

不明
注

無文
釉色：緑色

素地：淡茶色
口部。端部成 北］

注 ロ 範囲：全面施釉 形は粗い。明 撹乱層

10 代。

第26図 尾部右側面。

図版24 二ー.,;杉, 水
烏型水注か

胴
羽状文

釉色緑色
素地：茶色 型割の境界が

北3
注 部 範囲：内面無釉 W尼i

11 見える。明代。
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第10表 その他の輸入陶磁器•本土産陶器観察一覧 (2)
口1全 観察事項

図 ・図版 種類・ 益ロロ

器形
部 器麻

文様 釉 素地 I 
出土

番号 産 地 種 位 底径 地点・胴
(rm) 構成 （色・範囲・貝人） （色・質・混和材） 所 見

第26図 烏形の右側

水 胴
釉色：上部は緑色、

面下部と思 北l
図版24 二ー＊てノク

注
烏型水注か

部
羽状文 下部は黄色 素地：薄茶色

われる。明 撹乱恩

12 
範囲：内面無釉

代。

索地茶色
水注の肩部

二ー杉で
水

不明 肩 羽状文
釉色・緑色（銀化）

混和材：白色・黒
と思われるが 北 L

注 範囲．内面無釉
色微粒 f

器形はイく 撹乱恩

13 明。明代。

索地：茶色
水 釉色：緑色 水滴の焼成 北1

二ー杉で
滴

不明 耳 不明
範囲内面無釉

混和材：白色微
孔か。明代。 撹乱附

粒子
14 

魚形の尾部

水 胴 釉色：緑色・黄色
素地：茶色 と思われる破

北l
二ー杉や

滴
魚形水滴か

部
魚尾

範囲•全面施釉
混和材：白色微 片。型割の rn尼i
粒 f 接合が明

15 瞭。明代。

破片下部に

水 琴高仙人形 底 波泊文 釉色：緑色
素地：茶色 波濤文、上

北l
二ー木てノク

滴 か魚形 部 燐文 範囲：外底無釉
混和材：白色微 部に燐文が

撹，~L屈
粒子 見える。明

16 イし。

索地：灰色
型む1]境界が

ー-木r,;ク、／ 水
不明

底
イ＜明

釉色：緑色
混和材：黒色微

残る。接合而 北3

滴 部 範囲：外底無釉
粒＋

は厚い。明 m厄i

17 イt。

破片下部に

水 底 釉色緑色
素地：茶色 波沿文、上

北1
ニ一て4ゾ

滴
魚形か

部
鱗文

範囲：外底無釉
混和材：白色微 部に燐文が

撹乱／丙
粒子 見える。明

18 代。

内面に素地

水 底 釉色：緑色
素地：茶色 を型に押し

北1
二ー杉,S,/ 

滴
応形

部
不明

範囲：外底無釉
混和材：白色微 つけた指頭

撹乱陪
粒＋ 痕。明代。22

19 と接合。

波泊文らしき

水 底 釉色：緑色
素地：茶色 陽刻が見え

北l
二-杉;,;, 

滴
不明

部
不明

範囲外底無釉
混和材．白色微 るが細）すの

撹乱府
粒＋ ため不明。明

20 代。

素地• 茶色
内面には粘

ー二：木Sク／ 

水
不明

底
不明

釉色：緑色
混和材：白色微

土綴と指紋 北1

滴 部 範囲：外底無釉
粒子

が見える。明 v荊

21 代。

型割の境界

水 底 釉色•緑色
素地：茶色 が見える。底

—=K"'ジ/ 
滴

烏形
部

鱗文
範囲：外底無釉

混和材：白色微 面は白化 客土

粒子 粧。明代。 19

22 と接合。
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第11表 その他の輸入陶磁器•本土産陶器観察一覧 (3)

ロ1全 観察事項
図 ・図 版 種類・器

器形
部 器高

文様 釉 素地
出士

番号 産地 種 位 底径 所見 地点・層
/cml 構成 （色・範囲・貫入） （色・質・混和材）

第27図 13.5 外面及び
被熱により釉

ペトナム
外反口縁で、 ロ 内面口緑

釉色：乳白色
素地：淡灰色

は斑状に図版25 産染付 碗 腰部の張りが 縁 部に簡略
範囲：両面施釉

混和材： 白色 •黒
なっている。

撹乱庖
弱い器形。 部 化された 色微粒子

23 草花文。 15世紀頃。

外反口縁。胴 16 外面及び

ベトナム
部に丸みを ロ 内面口縁

釉色：乳白色
素地淡茶色 口唇部の釉

産染付 碗 持つ器形に 縁 部に簡略
範囲：両面施釉

混和材 ： 白色 •黒 が薄い。 15 撹乱恩
なると思われ 部 化された 色微粒子 世紀頃。

24 る。 草花文。

竜文と思
われる。

素地．淡茶色
内面に輔櫨 北4[I層

ベトナム
壷

胴下部に張り 底 胴下部に 釉色：淡黄灰色
混和材白色・黒

痕が明瞭に ＋ 
産染付 を持つ器形。 部 圏線を一 範囲：内底無釉 残る。15世紀 南2黒色土

条めぐら
色微粒子

頃。 （上）25 8 せる。

ロ縁部が逆 ロ 素地：灰色 被熱により釉タイ産褐
亜． 三角形に肥 縁 無文

釉色：灰色
混和材．白色・黒 の剥落が激 客土釉陶器 範囲：両面施釉

26 胆千 o 部 色微粒子 しい。明代。

ロ縁部を強く 28 両面に輔櫨
痕が明瞭。外反、口唇下

ロ
頸部に突

素地：灰色 バンプーンタイ産無
壷

部が下方に
縁

帯を一条
無釉 混和材 ： 白色 • 黒 村窯産。14

北2
釉陶器 せり出す。ロ めぐらせ Il層部 色・赤色微粒子 世紀後葉～唇上部に3条 る。

15世紀初27 の圏線。
頭。

頸部に突 両面に暁櫨
クイ産褐 肩部が強く張 頸 帯を一条 釉色．暗褐色

索地：暗赤褐色
痕が明瞭に 北1

釉陶器 壷
り出す器形。 部 めぐらせ 範囲：内面無釉

混和材． 白色 • 黒
残る。15世紀 lV恩

色微粒子
28 る。 代。

外底面が平 素地：赤褐色
両面に輔輯

タイ産掲
壷 坦に仕上げら

底
無文

釉色：茶褐色
混和材 ： 白色•黒

痕が明瞭に 北1
釉陶器 部 範囲：内面無釉 残る。15世紀 w阿

29 れている
22.4 色微粒子

代。

素地：灰色
両面に帷軸

タイ産褐
外底面が平

底
釉色：茶褐色、外面

痕が明瞭に 北2
釉陶器 壷 坦に仕上げら

部
無文 の一部に灰緑色釉 混和材：白色・黒

残る。15世紀 撹乱府れている 範囲内面無釉 色微粒子
30 18 代。

外反口緑。胴
鉄釉を施釉。部に丸みを ロ 素地灰色 南1

中国
小

持つ器形に 縁 無文
釉色：茶褐色

混和材：白色・黒
タイ産磁器の

切石南碗
なると思われ 部

範囲：両面施釉
色微粒子

可能性もあ
黒色土恩

31 る。 り。明代。

外底面がや 素地：暗赤褐色 両面に輔櫨
中国 亜~" や盛り上がる

底
無文

釉色：茶褐色
混和材：白色・黒 痕が明瞭に

北4II層
部 範囲 ：内面無釉 ＋北4撹乱庖

32 器形。 12.2 色微粒子 残る。明代。

8.4 丁寧な成
ロ

形。内面に
本土産

外反口縁で、 緑 釉色：外面灰白色、
帷櫨跡がみ 南1

陶器 碗 腰部に丸み I 4.3~4.5 無文 内面乳白色
られる。九州 撹乱層を持つ器形。 底 範囲：畳付無釉

部 南部産。18
33 3.4 ~19世紀。

素地：茶色 内面に帷櫨本士産 土 撮の上部がく
撮 無文

釉色：茶褐色
混和材 ： 白色 •黒 痕が明瞭に

北3
陶器 鍋 ぼむ。 範囲：内面無釉 撹乱層

34 色微粒子 残る。
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第25図 その他の輸入陶磁器 中国産瑠璃釉、鉄釉磁器、無釉陶器、黒釉陶器、三彩 (1)
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第 6節 沖縄産施釉陶器（第12・37・45表、第28図、図版26)

沖縄産施釉陶器を器種別にみると、小碗 (1~ 4)、皿 (5、 6)、鉢 (7、 8)、急須の藍 (9、

10)、急須 (11、12)、鍋 (13)、火炉 (14)が出土している。そのうち小碗は胴部に丸みを持つ器形 (2、

4)、胴部の丸みが弱い器形 (1)、胴部を六角形に面取りする器形 (3) に分類される。個々の詳細に

ついては観察表に譲る。

第12表沖縄産施釉陶器観察一覧

図・図版器
番号種

器形 概
須ロ

径
）

台

Cm

径
高

ロ

器

高

(

部
位

第28図 小直lコlコ緑・胴部

図版臼__j碗□竺竺竺叫‘。
2
 

4
 ，
 

ロ
縁
部

草文

観察事項

（色讐 囲） ］口／一:=丁-;見

釉色談茶色 1素地：淡灰色
範囲両面施釉 混和材：白色微粒子

1灰釉を施釉

出土
地点・層

北4
IV屈

底部
み丸やゃ

。

が
つ

部
持

圏
佐

小
碗

4.1 

文

文

文

無

無

無

]

-

7
 

4

—

ー

4
 

ー

一

3
 

底
部
：
口
｀

＿

一

6
 

1lll I 
高台が台形を呈 底
する。 1部

―_, ---

鉢 I玉縁口縁。 -~r= 6 ： 

71 I I部 I- I 

無文

無文

無文

釉色：灰緑色
範囲：外面は胴部

素地：淡橙色

下端まで施釉、内面
混和材：白色・黒色 l灰釉を施釉I撹乱陪

は全面施釉
微粒子

釉色：灰白色 素地：灰色

喜畠~:釉、性ご悶三白釉をnj_三4陪戸1i~二．黒~ I鉄釉を施釉 霊贔一
釉色：乳白色
範囲：両面施釉、儀

素地談茶色
白釉を施釉

北3

付けのみ無釉 混和材•白色微粒子 T撹乱陪

釉色乳白色 素地：淡茶色
範囲全面施釉、内混和材：白色・黒色 白釉を施釉

北3

底は蛇の目釉剥ぎ微粒子
疇

□靡誓口贔 1: 翫9冑色微糸ニニ
I I I 

4
陪

＋
恩

北
乱

岡
乱

撹

Ill
撹

1

3

 

レ
し
レ
し

オ

'’r
麟

騨

を

t
 

を釉鉄

鉄

色

色

色

色

黒

黒

．
 

倶

倶

色

色

色

色

色

褐
白

色

白

色

白

色

白

[
〗
二
巴
巳
〗
[

無

面

釉

面

釉

み

の台
蛇

高

は

全

無

全

無

の

色誓

は

は

は

は

部

疇

疇

[

[

霞

麟

竺

疇

麟

疇

疇

鱈

譴

麟

疇

疇

麟

麟

麟

麟

讐

：
は

：
釉
釉

色
面
問
無
目

釉

外

5
み
の

文
文
文
疇
〗
闘

無

無

無

緑

約

で

む

ロ
に
隔
刻

,
ー
-

7

-

―

6
 

9

-
—

· 7
 

゜
ー甲

＼

縁

部

縁

部

口

縁

部
角
の

＝
一部

蓋
を

逆
胴
い
。

く
状

た
縁

平

至

―

が

し

弱

が
が

。

部
呈
が

蓋

部

す

縁

を

み

口
端
呈

．

口
形
丸

急
須
の
芸
笈
．
心
須
の
盆
急
須゚

し，
 ー

鉢 I混台が高く、台
形を呈す。

8
 

11 
I , 

底部

全、ビ1ヽ 両端をつまみ、
耳

12 須
突起をつくる。

ロ縁部が逆L字
ロ 14.8 

鍋
状を呈す。

縁

13 部

火 ロ縁部が逆L字 ロ 31.6 

炉ー 状で胴部が直に 縁

141 立ち上がる。 部，

外面に唐 1釉色：茶色
草文か 範囲：両面施釉

裔台脇に耐
火粘土
（メーガニ
ク）が付着

I -

無文

素地：灰白色
混和材：白色微粒子

I撹乱層

北3
III恩

北3
撹乱庖

北1
撹乱府

I I I I 

釉色：外面は黒色、
内面は白色

I素地：茶色 鉄釉と白釉如V附＋

混和材：白色微粒子の掛けわけ
北lIV附＋

範囲両面施釉 北1撹乱屈

無文
釉色：黒色
範囲：両面施釉

素地：灰色
混和材：白色微粒 1鉄釉を施釉
子・黒色微粒子

北3

撹乱屈
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第 7節 沖縄産無釉陶器 （第13・37・46表、第28図、図版26)

沖縄産無釉陶器は、喜納・知花焼 (16、17、19~21)、湧田焼 (15、18)、壷屋焼 (25~ 33)が出土

しており、器種別に見ると、碗、皿、鉢、瓶などがみられる。碗は目緑部が直口のもの (15~ 20、23)

と外反するもの (21、22) とに分類される。鉢はU縁部が「＜」の字状を品するもの (26)、逆三角形

を呈するもの (27、28)、逆L字状を呈するもの (29~ 31)に分類される。個々の詳細については観察

表に譲る。

第13表 沖縄産無釉陶器観察一覧 (1)

図・図版器

番号種
器形

径

高

径

叫

rl
器

底

に

部

位
様

成
文

構

観察事項

器色・素地 調整法 所見

I 
出士

I 
地点骨り

第28図

図版26

4
 

7

8

 
• 

•• 

4
 

5

5

 

_

＿

 

n
緑

部

口

縁

部

_
t
 

rヽ
 .. l
 

‘
 

.
、
力

0

分

；

ち

形
立
器

糸
剖

ntti仄

る

~
こヽ＇

こ
一

ロ直

で

直

が
＋
 

碗

5
 

13.7 

文

文

無

無

—— 

8
 

―

-

1
 

ー

ー

＋

n
緑

部

日

緑

部

一

ウ

舌
肢

f
上

緑

が

し

引

ち

縁

n

部
11
ピ

以

し

立

口

ヽ

n

府

を

ヵ

に

る

ー

直

rl
状

部

直

が

直

＿
1
 

碗

碗

碗

+
 

6

7
 

L9 

20 

外面に
器色：茶褐色

- [糾線 ―•
索地：茶氾色

条
混和材：白色・黒色

微粒f

18 

~ t n I{'手部が舌

状を情し、腰 n 
碗部からほぼ 緑

直に吃ち」： 部

がる，
十~+

fl饂が舌I l3 
状を危し、腕口

碗部からほぽ 緑

直にヽ＇：ち上 部
がる

1 外反「l緑
て、胴部に

17 

碗
やや丸みを

緑

I持つ器形。
部

11.6 

無文

~ 

無文

器色：暗褐色

l 
器色：暗赤褐色

索地：賠赤褐色

混和材：白色・黒色

微粒{-

曲tiiに帷帷成形湧山焼器墜が沌

痕が残る？内面腰く、堅く焼き締められ

部にヘラl'jljりがみている成形は r
られる。 嵐

~ 

t 
両面に観轄成形 必名・知1臥焼，成形

痕が残る ば「寧

ょ＇ t
 

器色：赤褐色
両面に紬饂成形 '' 

'ヽI.名 ・知花焼器咲

索地：赤褐色 がI'/-く、成形はやや

混和材： (I色微拉(-
痕がみられる

雑。

油田焼器咲が沌

而,niに帷拙成形く、照く煉き締められ

痕がみられる ている成形は l―

玲i

器色：ll(f茶褐色

:kJ地：灰色 l山i面に帷骰成形
I I-°{名 ・欠II花焼，器咲

混和材：白色・黒色 痕がみられる，'
か厚く、形がややし、

微粒子 1びつ

21 

22 

23 

外反17緑

碗
で、肌1部に

ロ

やや丸みを
緑

持つ器形
部

口唇部が舌

状を唱し、腰

碗部からほぽ

直にヽヶ：ち _I~● 

がる

↑
 

— 無文

13 

ー 無文

6
 

、L
＿
 

ロ
緑
部

ー 無文

r
 

l
 

~ 

北4

N即

北4

悦舌L肘

4
H―
 

レ
し

ー

T"

北3
IV)付

礫｝僅

船色：賠茶褐色
材・名 ・知化焼。器咄

索地：II咋褐色
両面に梵位成形が/'f.く、堅く焼き締め

混和材：白色微拉{・
痕がみられる られている成形は

I 「寧，

塁畠靡悶麿色 I両面に帷逍成形ぶ喜喜贋喜°言吃 北2

混和材：白色微粒 f-
痕か残る ¥'祁

II k1 

t -t 
内面に 器色：茶褐色

ー 困線 索地：暗褐色
両1fliに輔憐成形 必名 ・知It焼。器墜

条 混和材：白色微粒了—
痕がみられる が料い。

器色：外面暗褐色、

内面淡茶色

索地：暗赤褐色

混和材：(I色・黒色

微粒 f

＋ 

両面に楠櫨痕が ， 

みられる。
:{-名 ・知花焼。

4
悩

レ
し

1

ー

＼

~ 

北4

撹乱恩

' 北1
撹乱屑
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第14表 沖縄産無釉陶器観察一覧 (2)

・図轟^ 旦器形喜1旦認 器色・素地

観察事項
- -, 
調挫法

- 1出土

所見
I 
地点・恩

第28図

図版26

I碗 I位j台が低い。

二］
譴部が 1n 

鉢 I「く」の字形 縁

26I Iを呈する。J部

n唇両端が
やや張り出

鉢 Iし、口縁部
が逆三角形_ 2T Iを呈する。

1直ロ口緑

鉢 lで、口緑部
が逆三角形

28 
を呈する。

10 l ' 

205 :~ 文 1器色暗赤褐色 1両面に鞘醤痕か 1社名 ・知花焼。 1 北4
みられる。 撹乱附

7 I~_し--し—-―---器色：外面赤褐色、

雷I-I 内底には冒霜~ I両面に暁輯成形 1 北3沈線2本
混和材：白色・黒色

痕が残る。 1壷屋焼。 m陪

5.8 ー□戸-f- L + -J 

I 

器色：外面茶色、内
面赤褐色

両面に帷櫨成形

無文 索地：赤褐色 痕が残る。口縁部l
混和材：白色・黒色

直下はヘラで削ら
壷屋焼。

- ~ j微粒子 ］れ稜を持つ。• 一＋—
且 ー無文
部

29::1::: ［::452:／／/； 

,1]鉢 1孔ジ主I;I : I証文

9.~ 

口
＼
胴
部

で
た

緑

持

゜

ロ
を

口
台
い

直
j

劫
な

皿

ロ
緑
部

玉
す

ー

が
呈

一

部
を

緑

状
n
縁

ふ

丁ー

321

J
 

― l 
ロ緑部がや 1ロ

瓶や肥厚す 緑

331 る。 1部

ー ，無文

9.7 

ー ！無文

器色：赤褐色
桑地：赤褐色 両面に帷輯成形
混和材：白色・黒色 痕がみられる。 1壷屋焼。
微粒子

-l -― ーヤ— - -

器色：赤褐色
索地：赤褐色 1両面に帷轄成JP:多 I

混和材：白色・黒色 痕がみられる。
壷屋焼。

微粒子 I 

器色：外面は泥釉が

L_ 
掛かり暗褐色、内面
は赤褐色 1両面に帷櫨成形
素地：赤褐色 痕がみられる。

壷屋焼

混和材：白色・黒色
微粒子

_＇↓＇ 

器色：赤褐色
素地：赤褐色 両面に饒櫨成形
混和材：白色・黒色 痕がみられる。

壷屋焼。

微粒{-

屈屋壷
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一
両面に帷細成形
痕がみられる。ロ
縁部直下はヘラ

壷屋焼。八本屯位の

で削られ稜を持
櫛目を施す。

-

1

 

t 」_
両面に楠櫨成形
痕がみられる。 壷屋焼。成形は雑。 1 

I 

北4

w居

北3
撹乱府

北3
撹乱庖

南2
撹乱附

南1
撹乱荊

北3
IV府

北1
m附

北4
撹乱屈
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第 8節 陶質土器・ 瓦質土器、カムイ ヤ キ （ 第15・37・47表、第29図、図版27)

陶質土器は36点が出土している。鉢、火炉、土瓶、鍋蓋の 5点を図化した。瓦質士器は4点が出土し

ている。カムイヤキは 2点が出土している。図化したものは壷の胴部片 1点のみである。

第15表 陶質土器・カムイヤキ観察一覧

ロ径 観 察 事 項
図 ・図版 益ロロ 益ロロ

部位
益oo-蘭み—

I 
出士

番号 種 形 底径 種別 器色・素地 所見 地点・層
(cm) 

第29図 I 
I 

胴部内面には輔轄痕が明瞭に残る。
北1

底部の立ち上りはへら削りを施すが
w屈

図版27 鉢 底部 陶質土器 暗橙色
調整は雑である。外底面には糸切痕

＋ 
北4

が残る。
撹乱庖

1 9.2 

l l.2 

内面には帷櫨痕が明瞭に残る。耳の
北1

火炉 ロ縁部 陶質土器 黄橙色 貼り付け部は撫で消さず接合部が明 v層
瞭に残る。

2 

火炉 底部 陶質土器 暗橙色 内外面とも擦痕が残る。
北2

撹乱層

3 5.6 

I-

胴部から口縁部に向かって内湾する

土瓶 耳 陶質土器 橙色
器形で口縁部は若干膨らむ。口縁部 南2
に三角形の突起を有し胴部には把手 撹乱恩

を貼付する。

4 

I - -~ ← 一

鍋蓋 ロ縁部 陶質土器 橙色
全体的に摩滅している。底部の立ち 北3
上りには二条の圏線を沈線で施す。 撹乱層

5 

黒灰色と赤褐
カムィヤキ。内面には当て具痕、外面 南1

壷 胴部 カムィヤキ 色のサンド
には叩き目痕が残る。 撹乱層

ウィッチ状

6 
I 
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第 9節土器、 柑禍 （第16・37・ 47表、第29図、図版27)

土器は205点が出土している。図化したも の は18点で古い様相のものは見られない。口縁部は全体的

に丁寧な撫で調整を施している。底部は撫で調整を施すものと工具調整を残すものがある。第29図 13の

製品は底部の立ち上がりにヘラによると思われる調整痕を残す。

第 29図 19はt甘塙である。全体的に発泡して お り 、 使 用 し た 痕 跡 が 見 受 け ら れ る 。

第16表 土器.:t甘禍観察一覧

LL径 観察事項
図・図版器 器部位益nn~高 出土

番号 種 形 底径 器色 素地 調 整 法 所見 地点・層
(cm) 

第29図
ロ

15.6 
黒色粒と少屈

図版27 甕
外

緑 橙色 の赤色粒を 撫で調整
↓撫i唇ロ霊緑部で部は濁整は平麟を坦「く施。」の内しり字沿外裳状ら面かにと□。も外古丁反寧し整な1 ロ 南l反

部 含む。
撹乱陪

7 

ロ
17 

外 I 赤色粒を含 南1
壷

反
緑 鈍い赤褐色

む。
撫で調整

を施す。内面には横位の擦痕 撹乱胴

8 
部

が残る。

15.6 
赤色粒と少閑

「l緑部は外反。器壁は厚く、内
北llV府

外
ロ

外面は撫で調整を施すが比較
宙 縁 鈍い橙色 の煕色粒を 撫で調整 ＋ 

反
部 含む。

的雑で外面は粒子の引きずり
北3Vf附

9, 
I 

痕、内面は指頭痕を残す。

直
n 

赤色粒を合 n緑部の屈曲は弱くほぼ直ヽ 』］： 北1
哨 緑 鈍い橙色

10 
行

部 I む。 する。 VI肘
•— 

n 胴部から口縁部に向かって内

鍋
内

縁 赤褐色
焦色粒を含

憮で調整
湾。内面は撫で，淵整を施すが 北3

涜
部

む。 比較的雑で指碩痕を残す。杓----j 外 VI罰
jj j. 面は調整を施さない。

T 

内
ロ 洗い赤色粒と 胴部から口縁部に向かって

南l
鍋

浩
緑 鈍い赤褐色 黒色粒を含 撫で調撒 湾する。内外面とも撫で調整を

撹乱lr1
12 

部 む。 施すが比較的雑

t-

不 底 混入物をほと撫でエ具調 底部外面の立ち上がり部に上 南1

明 部
鈍い橙色 んど含まな 整 ‘ 貝による調整を施す。内面は撫 切17南

11ィミ

11 
い。 で調整を施す。 黒色上肘

底
外面•暗赤掲黒色粒と少簸

内外面とも撫で調整を施す。内
南1

明 部
色 の荒い赤色 撫で調整

面は横位の調整痕が残る。
切石南

l'1 
内面：灰褐色粒を含む。 黒色上居

I-

一
内外面とも工具による調整痕が

,f 底 外面•鈍い黄 荒い赤色粒
工具調整

1明瞭に残る。内面は回転擦痕と 北3
褐色

明 部 内面黒色 を含む。 思われる。内面に煤が付芥す VI居
15 

底 I
る。

＋ 

不 外面：黒色 赤色粒を含
憮で調整

内面は「寧な撫で調整を施 北1

16 明
部 内面．橙色 む。 す。 ll1庖

底t= ！ 

不
鈍い橙色

赤色粒を含
撫で調整

内外而とも丁寧な撫で調整を施 北3

17 け］ 部 む。 Iす。 VI界

イく 底 外而赤褐色細かい貝殻 撫で調整
底部の立ち上がりから胴部にか

北1
明 部

けては屈曲。調整は附外面とも w厄内面 •灰褐色片を含む。
比較的雑。18 

—- t--暗灰色堪 底
混人物をほと

全体的に発泡して凹凸が激し 北1
禍 部

んど含まな
い。付府物等は見られない。 IV阿

19 し＼゜
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第10節屋瓦（第17~ 29・37・48 ~ 53表、第30~ 34図図版28~31)

屋瓦は総数でI,085点が出土しているが、すべて破片資料のため、全体を窺うことができる資料は得

られていない。これらの屋瓦を、文様・形態の特徴から造瓦系統別に分類・集計したところ、高麗系 (112

点/10. 3%)、中世大和系 (58点/5. 3%)、明朝系 (914点/84. 3%)、現代大和系 (1点/0.1%・ 第

18・ 49表）の4系統に分けることができた。この割合から、明朝系瓦が本調査区での主体となる瓦であ

ることがわかる。

次に、主な造瓦系統ごとの特徴を記す。

高麗系瓦（第17・26・48表、第30・31図、図版28)

高麗系瓦と分類された資料は112点得られている。出土した屋瓦全体の総数からすると10.3%と1割程

度だが、次項の大和系瓦より多く出土している点で興味深い。出土した瓦の種類と数量は、丸瓦が13点

(11.6%)、平瓦が90点 (80.3%)、細片9点 (8.0%) となり、平瓦が多く出土している状況で、軒瓦は

得られていない。文様は丸瓦で羽状打捺文のみが確認でき、平瓦で羽状打捺文、格子状目が見られ、摩

滅により浅いが「大天」、「癸酉年高脱瓦匠造」の一部を読み取ることができる。

中世大和系瓦（第18・26・27・'19表、第31図、図版28)

本資料は58点が得られ、内訳は丸瓦15点 (25.8%)、平瓦11点 (70.6%)、軒丸瓦、雁振瓦が各l点ず

つ得られている。色調は灰色と褐色が見られ、灰色が占める。文様は丸瓦で羽状打捺文、網目打捺文が

見られ、平瓦では凸面は無文だが、凹面に砂目と縄目が顕著に見られる資料が多い。

明朝系瓦（第20~ 25・27 ~ 29・51 ~ 53表、第32~ 34図、図版29~ 31) 

本調査区の主体瓦である明朝系瓦は911点得られ、その内、丸瓦は308点 (33.6 %)、平瓦は590点

(64. 5%)、軒丸瓦14点 (1.5%)、軒平瓦2点 (0.2%)、飾り瓦 1点 (0.1 %)という集計結果が得られた。

色調は灰色と赤色の 2 種があり、縁辺に漆喰が付行するのは丸• 平瓦に共通するが、マンガンが塗布さ

れるのは平瓦に限られている。

次に、種別ごとの特徴を概観してみる。

丸瓦（第20~ 22・25・27・28・51・52表、第32・33図、図版29・30)

丸瓦の色調は、灰色と赤色がほぼ半数ずつで、端部片73点中で面取りを有する資料は45点と

62. 5%を占め、赤色瓦で面取りが見られない資料が多い傾向にある。この端部面取りの幅を、

1 cm未満~5cm未満まで 1cm毎に分類すると（第21表）、灰色瓦で 2~ 3 cm未満が多く、赤色

瓦で 1~ 2cm未満幅が多い。この結果から、端部面取りは灰色瓦で顕著に見られ、赤色瓦では

面取りを施さないか、面取幅を狭く削る程度のものが多いことが見て取れる。続いて玉縁部形

状の分類では（第22表）、灰色瓦で全てのタイプが確認できるものの、赤色瓦ではAタイプの

出土がなく、 B・Cタイプが占める。瓦頭文様は 3種に分類できたが（第25表）、出土品が少

ないため傾向を読み取ることはできない。

平瓦（第23~ 25・29・51・53表、第34図、図版31)

平瓦は灰色が69点、 赤色が134点と赤色瓦が多く 、凹面の桶板留紐圧痕を見ると（第23表）、

灰色・赤色共に丸形のaタイプが大部分を占め、その間隔は灰色瓦で 3~4cm未渦が多く、赤

色瓦で 2~ 4cm未満が多い。また、紐圧痕が帯状に連なる資料は赤瓦にのみ見られる。
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第17表 高麗系瓦遺存状況 第18表 大和系瓦遺存状況

種類 部位 文様 合計 部位 文様 合計

側面破片

丸瓦

平瓦

有孔

筒部破片 ←—_大天
1 癸酉年
高麗瓦匠造
羽状打捺文

小計

『瓦瓦
面平瓦

丸瓦

平瓦

＝瓦

第19表

ロ
ロロ
＇ー3

-1
-1
1
5団一2

2
-10
-3
-l

-23
-41-l
―-58

>
筒部破片 羽状打捺文

可捺文
その他

羞広端右片
側面祓升

□麟 □上 ― -
片下

筒旱片， 
大和系瓦（現代）遺存状況

種類

袖
~ 
ム至ロpt

59
-90
-g
=
112 

平瓦

11

1
,1

↓
 

一

瓦
当
径
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縁
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1
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第20表 明朝系丸瓦遺存状況

種類 色 部位 面取り 付行物 ,,.,._ロ』, 種類 色 部位 面敗り 付杓物 入「,,,.,I 

左片 漆喰付-?'.I
有 I 井．片 漆煎付名 有 I 

I J-2cm I 無 I 
I 

!cmぬ凸筒部 漆喰付石 有 I 

＇ 
木沿i 筒部 漆喰付芯 有 1 右片 漆喰付“ 有 I 

右片 漆喰付石そ 餌• ヽ• I 
I 面 左片 漆喰付ぷi 有 l 

，左片 漆喰付抒 有悪
2 I 取

!~2cm 筒部 漆喰付沿 イi 5 
未滋

面i I I り 右片 漆喰付I,' 打 /4 

取
2~3cm 

有 2 雌 あ /,: 片 漆喰付沿 イf 2 
未油 筒部 漆喰付行 」 無 I I糾 I

り 2~3cm 筒部 漆喰付杓り

ヒ右片

3 布 2 

端 あ
未泌 ＿ 

漆裕付杓 無 2 ぷ片 漆喰付杓 有 I 

部 り
左片 漆棺付杓 無... 3~ 1cm /,: 片

; 

2 漆喰付?'i イI 1 

I 
3-....1cm 

漆喰付花 有 I 未泣i 筒部 漆喰け行 有 l I 未油 筒部 I 

I 洛喰付行 柑,,ヽtヽ 2 左片 漆喰付行 イi II 

丸 、1~5cm 右）¥ 漆喰付石 企 I 
丸

麟りなし ~ j笥部 j I訊喰付府 イi 7 

灰
木i凶

姐ヽ●ヽヽ―― ’一
l 赤 - 伍片 t― 漆喰付沿 イi ・l 

色
I 

不明 筒部 漆喰付杵
無`` 

I 色 イi' 5 

瓦 I 漆咬付行 ィ，• l 且
I圧片 漆喰付,{/

妍""E I 
Ii:! ↑ 

而取りなし 漆喰付?i 無 I 筒部 漆喰け石 +i- I 

上 筒部 漆喰付II 侑"ヽEヽ 3 
[一緑片 漆喰付杓

布 7 

左片 漆喰付r-r .. 証.. 2 I 端部 1ヽ1,~ .. 2 

玉縁片
筒部 漆喰ftむ • flヽlヽfヽ I 傷イ1・漆喰付i !! せ I 

イi 2 漆喰付行 有 6 
右片 漆喰付{,' ,,II~ ., 

I 
右片 偽I,・漆喰付,', 無 3 I 

[絃完 小型 傷イi 漆喰付ふc 無 I 有 5,1 

F 
ィi' 18 

側而破片 漆喰付沿
,, IHf. ヽヽ 2 

側爪i破片 漆哨付ぷ

I 1‘11f ’‘‘ 19 漆喰付行 有 25 
， 

筒部似片漆喰ftぷ イj 8 I 漆袷(、t芯 "侑"£ 20 

筒部破）i 漆喰付芥 ‘打’任‘‘ .'ii 
I ~ 

漆喰無 ・有礼 I 

低イ1・i桑喰ftふ 無 I ト端破片 漆9伐付ti' 有 I 

／」ヽ ＂ 号+ 131 小 ar 171 

合 叶 308 

第21表明朝系丸瓦端部（凹面）遺存状況

~ 
面取 り幅 面取り

4cm~5cm未満 3cm~4cm未満 2cm~3cm未満 lcm~2cm未満 lcm未満 なし
不明 合計

灰色 2 5 10 4 

゜
5 l 27 

~ 會ー

赤色

゜
2 5 14 3 22 

゜
16 

合計 2 7 15 18 3 27 l 73 

第22表明朝系丸瓦玉縁部（凸面）遺存状況

＇ 

口］ 口
I 

ロ 不明 A" " 'j・ 

_J_ 

Aタイプ 且Bタイフ佗i
Cタイフ

r.- 短

I ~ 
灰色 I 1 

イ r r 

赤色

゜ ゜; 

~ 
灰色

゜
I・ I 

ロ

赤色 6 6 12 

17 
灰色 2 I 3 

ノ‘
I 

赤色

i I 8 3 II 
＋ 

灰色 2 2 

小明

赤色 2 2 

合計 I 6 7 lO I 4 32 
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第23表 明朝系平瓦遺存状況

吐 色部位 叫l取り 1 付な物 合計種類色部位 曲取り 付荏物 合計

飾IiI灰色 冥形 楳 喰 付 沿 イf l 2~3c● ~Ii I漆喰付芍 イ撫.. 4 1 

「
a 2~未3油cm 右片 I 漆喰喰臼付存］ イi~ I I 竺 「 漆喰H;i'i T 1 

I 片 -1, ． 4 '条喰付若 ． 需イf 10 

左 榛 熙 l マン;・,付 岩 {i I 
3~4em a 3~4cm 

夕 木滴 右）「 漆喰付若 有 2 夕 木滋 漆喰付車芍. ,； , 2 イ イ

プ 一← プ 右 片 漆 喰 付 7 3 

不明 左片 漆喰付沿 -1,・- I 仏． ～奴•ふ潟 ~右片 漆喰付 l 

は 1 」3 研 [_ 漆喰(t : 端 左片楼喰{、t -i 」 打I -~ 
タイ ~4c● 未 滴 ん ）i 漆喰(、j" I ,/, 片 漆喰付行 イl II 

屈 l 左）ヤ 漆喰(、t I I 3 

I ［； 4c昧滋左片 漆喰H 1 ~5, ●木滴れ片 漆喰付苔 1 

l 不明 広岱状 Ii.}「 ＇黍喰付沿照 1 平 左片 漆漆如喰付耀fl 6 3 

'I'- 不!JI Ir. 片t 漆喰付柑 黒 2 赤 j 不明 不l]lj 邸 ： 竺喰付沿 2 

誓 左）；漆喰付消有鰈 43 瓦 色 幻紐:誌~ ●マ●..  喰ンが●.9 .. H.付.. 貰積芍.. 22 I J, 狭端

ぷ片 漆喰付符 li 4 I 3 

.、 l慧ぶ＿― 2-43 侠沿 イ令i- 26 1 

漆喰付:r'_仁~ 42 I 慧 2 

測面破片 漆喰 ・マ:,;1・, 有 4 □ 付行 ヒ—布ィ，． _ 14l -Ii" 烹 623 4 

漆喰付存 照 ・ 20 側面破）； 漆検付・荘,,1・ シ lf ' 

l: ド叫破片 漆喰H看 -1,・ 5 . ― マンが:,f-t芍 .fi 5 
熊 7 上 1J . 17 

二訳円状I 漆喰(-t:笞 鰻 l 上下燐破片 T ,匹際搾;c,喰喰'"H,".,, 召ぶ 熊 17 ・ 刻印 下 打 18

漆喰(U/ 打 22 - ~ .箪... ← - 2 

| 筒部破）し t 堡 55 ff 56 
1 .，ンがンH11 H 3 俗i]祁破片 熊 27 

'I 治 1, I 

小 汁 22; 小 ot・ 363 

合計 590 

第24表 明朝系平瓦 凹面の紐圧痕遺存状況

間隔 II①類2~3cm②類3~4cm③類4~5c叶④類5~6cm

~ 
未滋 未満 未悩 未満

三:L-t-— " 3 ―― 
bタイ プ

不明

帯状

灰色

赤色

11 ヽ~..

不明 合計

15 

4

7
 

4
 

刈2
 

合計

°
趾
151

―-201-
45 

い
―-21

□

[

 

二
凡例 aタイプ ：0 bタイプ ：0 

第25表 明朝系軒丸 ・軒平瓦遺存状況

種類 色調 部位 文様分類
合計（右表参照）

I 1 

灰色 瓦当 II 3 

不明 3 

軒丸瓦 III 3 

赤色
瓦当

不明 3 

側面 1 

小計 14 

軒平瓦 赤色 瓦当 不明 2 

合計 16 

分 類 文様系統 色 調

I I第 I文様系 I8 03 

rr I第JJI文様系JJI08 

灰色

I 
赤色

軒丸瓦瓦当文様分類凡例（上原静による）

m l第w文様系C02 
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第26表 屋瓦観察一覧 (1)

図・図版系 種 部分 色 焼
観察事項

I - ---,------
番号 統 類 位類調 成文様 ・文字形態・法品 成形 ・調整 所 見

出土
地点・府

第30図

図版28
灰良浅い羽状打

色I好捺文

筒
部
破
片

丸
瓦

面

艇

叶
1

|

裏面ド部に筒

部端面取。

厚 ：I. 64cm 

一十-

i
 

箇
祁
破
片

一

丸
瓦

絲

oo

一
＋
 

l
 

灰

色

2 ＋ 
~ 

一

必

oo
3
 

丸
瓦

筒
部
破
片

文捺
寸

打
り

状
み

羽
の

艮
好

灰

色

一

側

面

↓
 

平

瓦

＿

1
1

↑
 

岱

oo

ー

＋

4
 

↓
 

~ i t 

側

面
平

瓦

~
 

砂
詑

5
 

灰良羽状打捺文

色好のみ（大）

i l 
邸
麗

6
 

＿
 

邸

艇

一

7
 

第31区l

図版28

t
 

大

和

平

瓦

平

瓦

―

―
 

―

す

側

面

広

嬬

右

片

↑

↓
 

筒

部

節

部

ギ

瓦

平

瓦

―

―
 

~
 

筒

部

瓦

当

部

l

t
 

平

瓦

軒

丸

』

I

品

脱

高

脱

裔

脱

大

和

t

'

|

I
 

8

9

1

0

一

ー
ー

灰

色

灰

色

一 t
 

灰良
色好

格子状「I

灰

色

t
 

一

褐
色

一

I 

限滅するが

良
「癸酉年高躯

瓦匠造」の→
厄 ：1.65cm 

部
; 

摩城するが

良 「癸酉年高脱
瓦匠造」の一

厚 ；1.76cm 

部

+ ... ~ 

灰

色

「

t
 

L
I
 

.. +-

側

面
丸
瓦

良浅い羽状打

好捺文

良
浅い羽状打

捺文

良摩滅するが
好「天jの文字

12 

良
摩耗するが

好
「大天」の文,.,... 
T・

灰良

色好
左巴文か

「

褐良

色好
羽状打捺文

厄 ：1.64cm 

↓
 

阻：2cm 

厚 ：2. l8cm 

fV_: 2. 18cm 

外縁・裏面を

欠失するが文

様は繊細

凹面端部から

側面を丁寧に

面取
厚 ：2.45cm 

凸面：叩き・撫で

凹而：布目痕・面取

t 
凸面：叩き・撫で

凹而：布 目・糸切り

痕・桶板留紐圧痕

_..__ 

-,. 

凸面：叩き・撫で

凹面：布目 ・糸切り

痕

--
I 

凸面は叩き後に撫でて叩き目

が浅くなる。凹面はイIi目が浅

く、糸切り痕が明臥胎土に

黒、茶褐色粒子混人。

左側面角は面
凸面：叩き

取り
凹面：イり目 ・糸切り

I厚 ：1.97cm 
痕

左側面角ぱ1(1i取

~ 

凸面：Uflき
凹面：布目 ・糸切り

痕

I 
右側面角は面凸面：叩き

取り [Lil面：布日

厄：2.21cm 右側面角は面取

右側面角は面
凸面：叩き

取り
凹面：布目 ・糸切り

肝：：1.66c川
痕

右側面角は面取

凸面：叩き

凹面：糸切り痕

凸面：叩き

凹面：布目 ・糸切り

痕

凸面：叩き

(llJ面：布目 ・糸切り

痕

瓦当l面：型整形・白

砂

裏面：不明

... 

凸面：叩き・撫で

凹而：布目 ・糸切り

痕・縄目痕・面取

凸面は叩き後に撫でて11nき17
が浅くなる。凹面下部に筒部端

面取の一部が見え、桶板の境

界らしき段差あり。

凸面は叩き後に憮でて叩き17

が浅くなる0 [Ul面は布目 ・糸切り

痕・桶板留紐If痕と思われる浅

いくぽみが連続する

一

一

1

-J
 

ム
11

布

漆

布

ま

、

t
J
I

ー
く

i

面

浅

面

瞭

凹

が

凹

明

ゞ
ヽ
・カ゚

i‘ 

〇
」は

良

人

瞭

”

財

明

切

明

m

が

糸

る

が

切

混

き

き

糸

子

叩

v粒

、
残

叩
瞭

v

ま

浅

色

前
が
黒

は

明

油

面
が
が

凸
目
喰

117
日
に

,

L
・

凸面は叩きが明瞭。 ll~面は布

IJがl!fj瞭 胎上に黒色粒 {-混

人

凸面は叩きが明瞭凹面は布

日・糸切り痕共に浅い。胎 I:に
褐色拉了混人

凸凹面共に限滅により叩き・糸t 
切り痕浅い。胎七に茶褐色粒

＋が混入a

凸面は叩きがやや明瞭凹面

は布「1が明瞭で糸切り痕が浅

くい。赤色粒r混入。

凸面は叩きがやや明瞭。凹面

は布日が浅くで糸切り痕が明

瞭。褐色粒子混人。

瓦当面に白砂が付芯。左巴文

と見られるが巴の頸部は欠失。

尾は長い。珠文は小型。

凸面は叩き後憮で調整。凹而

は浅い布目に明瞭な縄目痕が

約2.2cmの格子状に残る。間面

端部から側面にかけて面取が

丁寧

I 

一

北2

rr庖

南2

撹乱肪

南2

撹乱府

北4

m尼

客上

北3
撹乱炉i

3
庖

北

＞

北3
撹乱肘

北3
撹乱附

1
囲

北
＞

南1
撹乱庖

南2
撹乱府
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第27表屋瓦観察一覧 (2)

＇図・図版系種部分1色焼

番号 統類位類調成文様・文字 形態・法散

観察事項

成形・調整 所見 層
土

・

出
点地

l
 

第31図

図版28 側

而

丸

瓦

大

和

-"I~ 
誓良網目状捺文

凹面端部から

側面を丁常に
凸面：叩き・撫で

面取
凹面：糸切り痕・面

厚 ：1.93cm 
取・白砂少し

← 

H 
I 

凸面は網目状捺文施文後に撫

で調整。凹面は浅い糸切り痕

に明瞭な縄目痕が残る。凹面 北1
端部から側面にかけて面取が VI恩
丸く丁寧に施される。麟に白

砂がつく。

靡:~ —誓靡網目状捺文!!::かに腐□靡：て ：騎三聾□ロー 凸面に漆喰付着。

凸面：撫で・糸切り

）ム
大平 端 灰 良
和 瓦右 色 好

紐文 旦雪i言闘面IオIi目・糸切り fほぼ平坦な平瓦。凹凸面とも糸 北4

取
切り痕が明瞭。凹面に白砂と漆

狭I
"I I 片 I I ← 厚 l.67c'" 五``□‘少し付府する。 m限

大平端 ＿ 灰
,rn=~ ニ如十二伍：糸切り痕

和瓦 圧 色好森人 l'Lt~Ull'1X • 

厄： I. 72cm 
砂 切り痕が浅い0 [lJ]面に白砂。

16 片 I I I j側面・狭端面取

外縁は角を丸
丸瓦端部に接する部分。瓦当

塁i 〗 i 覧良珠文ほか くし鍔は文様：二面憮翠三塁 塁：言 鸞 喜 慶 ぢ ： 己 す ］悲贔
17 口 より厄く突出 るが珠文か二点確必てきる。

明軒

！ 

18 朝［丸〗f 誓良言言文］雪火く；畠〗贔巴：り1~ド塁雪，ば靡~t翌贔
— · 19: ~gl~ ~：I靡牛'月文珠文〗□皐~ITii~皐約~~冒言彎門
丸瓦の接

第32[ざl

図版29

客上

北4
11層

明

朝

゜
2
 

車1
． 瓦

l 灰
が剥離する瓦

瓦当面：型整形

丸
部

B 色
当 良牡丹文・珠文 当面。瓦当裏

下部の角は丸
裏面：撫で

く整形。

下．

明丸 緑 b 灰 艮 無 文
朝瓦右 色

片

-"4 I―l f-1 I 
玉

明丸 縁 c 赤 良 無文
朝瓦左長色好

片

22 

玉
明丸緑 灰 良
朝瓦符部 ' 色 好 鉦•ヽヽ文

23 I 

痕

痕

取
目

霊

面

縄

で

目

で

目

撫

布

犀

憮

布

叩

撫

布

面

面

緑

緑

面

面

凸
凹
モ

|

|

_

四

十

凸

凹

l

r

血

沿

凸

り

よ

凹

な

。
こ

は

取

形

釦

縁

は

台

斜

は

は

と

2

T

緑

幅

面

面

台

縁

王

取

は
ま
長
取

nun
て

。

十

m
i

c
 国

mm

断
が
た
玉

mo
面

面
即
縁
而

8
面
い

E

J

J
 

u
 

ー

ょ

ま

7

縁

角

C

の

平
断
王

mO
に
側
厚

中

緑

、
て

c
音
く
と

i

i

]

れ

。
7

六

取

い

玉

面

さ

状

3
面
い

5
 

玉
形
め

3
頂

浅

mm

記

J
 

丸瓦の接合部から剥離し外縁
が一部残る。外縁角は丸く、鍔 北4
は文様より厚い。胎土に茶褐色 rr屁
粒子混入。

---——+ I 

玉縁の面取はシャープでハの

字状に削る。胎上に褐色粒子
北4

混入。凹面の縄目は浅い•i_Il府

玉縁の面取は粗く玉縁形状に

沿って削られる。胎土に赤色粒

子混入。筒部凸面玉縁側に沿
い漆喰が約4cm幅で残る。

北1
撹乱層

湾曲の浅い丸瓦。胎土に赤褐

色の粒子混入。焼成が良好で
北3撹乱尼

凹凸面の調整痕は明瞭に残
＋北3¥'l層

る。
＋北31V陪
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第28表屋瓦観察一覧 (3)

図・図版系種部分色焼

番号 統類位類調成文様・玉；□□い~ 成形・調整

第32因 1 玉縁平面は台'

王 形、断面は丸

図版29
明丸縁 b 赤良 く成形。王緑凸面：撫で
朝瓦 左長色 好

無文
長は5cm。面 凹面：布目 ・面取

片 I 取は干縁に沿
し'I5mm幅。

観察事項

r— 
所見

］ 出士
地点・層

24 

~ 一

玉緑の面取は粗ぐE縁形状に
沿い節部まで広<i'jl]られる。胎
土に赤色粒子混入。筒部凸面
縁辺に沿い漆喰が約4~5cm
幅で残る。

北1
撹乱陪

25 

文
無

良好H赤色＿
b短

一t縁筒部
一

丸瓦—明朝

玉
明丸縁 c 灰 良 無文
朝瓦右長色好

片

261 I 

第331送l

図版30
l叫l丸・緑玉 b 灰 良 無文
朝 瓦片短色好

ニロ I
明I丸
朝瓦

>
29 

明 丸
朝 瓦

口
明丸
朝瓦

311 

明
朝

32 

明丸
朝瓦

33 

端
部
左
片

← 

玉縁平面は丸
形、断面はカ
マボコ状。玉 凸面：撫で
縁長は4crn。 凹面：布目
面取は玉緑に 王縁端部：面取
沿い約2cm

1幅。 1

玉縁平面は丸
形、断而不
明。下縁長は

凸面：撫で

5cm以上。面
凹面：布目

取はE緑に沿
王縁端部：面取

しヽ約 3cm幅。

l屯縁平面は丸i
形、断面不
明。玉縁長不
明は4.5cm以

凸面：撫で

上。面取は王
凹而：布目 ・而取

縁に沿い約
1.5cm幅。

I
 
I
 

玉緑の面取は玉緑形状に沿っ
て削られる。胎土に赤色粒子混 北1
人。筒部凸面緑辺に沿い漆喰 撹乱居

が薄く約4cm幅で残る。

— • 
玉縁の面取は玉縁形状に沿っ
て削られる。筒部凸面縁辺に沿
い漆喰が幅約5cm厚めに残る。

一

4
恩

北

fl

玉縁の面取は玉緑形状に沿っ
て削られる。胎土に赤色粒子混

北4

人。
撹乱庖

＋ 

玉縁平面は丸

玉
形、断面は両

緑 c 赤 良
面面取により

左短色 奸
．無文 尖る。宝縁長

凸面：撫で

3.5cm。面取は
疇：布目 ・面取

l片tI けごご‘約

部 ＿ 灰 良
端 □――~~〗ー 玉縁端部欠失のため形状は不

無文
明。面取は端凸面：撫で 明。胎土に褐色粒子混入。筒

左 色好 部のみ残存し凹面布目両取 部贋i縁辺に沿い漆喰が残
片 2.2cm幅 。る。

：い］冒三軋目痕：戸；冨正贔

瑞 -— ← + +-:1―: ば．無文 面取は1.2cm 凹面：布目 ・縄1J痕の福で漆喰が残る。側面は未 撹乱肪

片 I I 前後の幅。 筒部端：面取 調整。

良血文 三~~,1~::~縄目F心，誓忍［塁□—南2
好 ~1~ 闘"端面取 喜：贔／ヽ 見られない。側面 撹乱恩

灰 良
筒部端のみ。

凸面撫で 簡部凸面の縁辺に約3cm福で 北3

色 好
無文 面取なし。側

面未調整。
凹面：布目 漆喰が残る。側面は未調整。 撹乱庖

下緑の面取は王緑形状に沿っ
て削られる。胎土に赤色粒子混
入。筒部凸面緑辺に沿い漆喰
が残る。

北1
撹乱既

4
居

北

11
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第29表屋瓦観察一覧 (4)

:撫

/

]

／

口

j

撫撫

1~ 

北3
撹乱庖

42 
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第11節墳（第30・37・54表、第35図、図版32)

壌は100点の破片が得られ、形状は方形、三角形、有段の 3種に分けることができる。この 3種の中

で共通する特徴として、表面は撫で磨かれ、裏面は粗い撫で調整が施される。また、裏面縁辺角は丸く

成形、角部は面取りがされている。あわせて断面を逆台形状にすることにより、施工面に隙間なく密着

する構造に調整している。色調は灰色と褐色の 2種があり、灰色が多い。厚さは 5~ 6 cmの厚手と 3cm 

前後の薄手、 4cm前後の中問が認められ、中間タイプが多数を占めている。なお、ここでは三角形の塘

が24点と全体の32.6%を占めているが、この割合は往事の首里森御嶽におけるt専の敷設法を想定する材

料になるものと思われる。

第30表墳観察一覧

図・図版 系 種 部 色 焼
観察事項

出土
番号 統 類 位 調 成

文様・文字 形態・法鼠 成形・調整 所見
地点・層

第35図

図版32
明 方 角 褐 良

無文
角2ヶ所残存 表面：撫で 表面は撫で調整、裏面角 北4

朝 形 部 色 好 厚・4.lcm 裏面：粗い撫で は丸く成形。 II層

1 

明 不 角 灰 良 無文 角1ヶ所残存 表面：撫で磨き 表面は撫で磨き、襄面縁辺 北3
朝 明 部 色 好 厚：3. 76cm 裏面：撫で は丸く成形、角部は面取。 m屈

2 
← +-

明 不 角 褐 良 角1ヶ所残存 表面撫で磨き
表面は撫で磨き、襄面縁辺

北4
朝 明 部 色 好

無文
厚：4.19cm 襄面：粗い撫で

は丸く成形、角部は面取後
IV層

丸く仕上げる。

3 

明 角 褐 良 角1ヶ所残存 表面：撫で磨き 表而は撫で磨き、襄面角は
北3

朝 角 部 色 好
無文

厚.3.92cm 裏面：粗い撫で
成形されず、断面は逆台

旧階
形。

4 

明 有
有

灰 良 表面：撫で・削り
破損前の縦断面は凸の字

北1
朝 段

段
色 好

無文 胆：3.28cm 
裏面撫で

状か。表面右側が2.5cm幅
撹乱屑部 で浅く削られる。

5 
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第12節金属製 品 （ 第31~ 33・37・55表、第36・37図、図版33・34)

金属製品は、錆による腐食が激しく不明な製品が多い。 48点を図化し 1点 (37) を写真で掲載してい

る（図版34)。種類は飾り金具、武器、武具、鋲、釘など豊富である。銅製品は透かし彫りや魚々子文、

唐草文などを施した飾り金具や、鍍金を施した鋲などが出土している。鉄製品では、特に鎖製品や小札

などが多く見られ、錆により製品複数が付着している状況が多く見られた。釘類は鉄製のもので保存状

態は比較的良好である。

第31表金属製品観察一覧 (1)

固・図
法量(cm・g)

出土
版番号

種類 材質 頭部 頭部 縦長 横長 観察事項
地点・屈

筏5 厚 縦径 横径
厚さ 重乱

第36図
北3図版33 鍬形台 銅製 2.9 3.6 0.89 3.9 銅製の鍬形台である。中央に菊文。

撹乱層1 

唐草文とその周囲には魚々子文を施
南22 金具廻り 銅製 3 3.5 0.1 8.6 す。下端部には約5mm間隔で1mm以下の

孔を穿つ。
撹乱層

唐草文とその周囲には魚々子文を施
北33 飾り金具 銅製 l.7 3.6 0. 12 3.2 す。径が3.5mmの孔を2箇所に穿つ。八

撹乱恩双金具か。

4 飾り金具 銅製 1.9 2.9 0.13 3 線刻と魚々子文を施す。八双金具か。
北4
田層

5 八双金具 銅製 1.9 2.9 0.12 2.2 表面に文様は確認できない。 北4
撹乱屑

0. ll 
透かし彫りによる唐草文を施した飾り金 南26 飾り金具 銅製 1.8 3.45 ～ 3 5 

0.17 
具である。 八双金具か。 撹乱層

7 飾り金具 銅製 1.9 2.1 0.19 2.2 透かし彫りによる文様を施した飾り金具 北2
である。八双金具か。 II層

8 鍬形台 銅製 5.2 5.9 0.15 21.2 
熱を受けたためか表面は荒れていて文 北l
様は不明。一部鉄の付着が見られる。 w層

9 金具廻り 銅製 2.8 5.5 0.13 7.4 菊文と魚々子文を施す。端部には鋲が 南2
残る。 撹乱層

10 授輪 銅製 4.6 0.5 0.83 2.9 銅製の授輪である。
北4

撹乱府

11 笠峠 銅製 2.9 0.8 0.2 3 
紡錘車型に2点の孔を穿つことから笠峠 北3
と思われる。錆付きが進んでいる。 撹乱層

12 笠峠 銅製 3.7 0.95 0・35 5 
上図と同様の笠峠と思われる。上図の製 北4
品より一回り大きい。 撹乱陪

環状の飾り金具と思われる製品。環の頂

13 飾り金具 銅製 2.2 2 
0.2~ 

5.4 
部には螺旋状の彫刻が施され、また先 北1

0.66 端部は細く尖り、撮み込むような形状に VI屑
なっている。

14 不明 鉄製 3.7 2.3 0.46 4.8 鉄製の製品で「J」の字状の形状を呈す 北3
る。 撹乱層

15 金具廻り 銅製 2.3 1.8 0.4 2.8 銅製の製品で全体の形状は不明。
北l
IV庖
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第32表金属製品観察一覧 (2)

因・図

版番号
種類

麟 (cm・g)

材質 げ籍111頭部 1縦長l横長 I I 
径 原縦径枯釘歪

厚さ重紐
観察事項

出上

地点・府

第36図
医版33! 金具廻り I銅製

16 

3.35 I 1.2 17 
破損品で形状は不明。錯化が進む。環
I 
状の製品か。

北1
IV荊

17 不明 6.9 I 
破損品で形状はイミ明。肛みのある製

品。

181 環座

LL切ー（-頭

o.4 I 
鍍金が施されている。全体的に錆化が

進み文様等は不明。

鍍金の施された切子頭である。碩部は

2 I横長の長方形状で角は面取りが施され

る。

20 

21 

鋲

鋲

銅製

銅製 I1.05 

銅製 Io.6 

銅製 Io.9 

銅製 1.1 

0.5 

0.2 

0.4 

!.95 I t.5 

2.3 

2.5 0.3 

0.7 

0.78 

0.25 

0.3 2.2 I 
銅製の鋲。頚部は鍍金。下部には座命

具が錆で付沿。

2.2 I 0.45 I 0.4 3. 7 I 
2本の基部が取り付く鋲である。頭部直

下には座金具が錆により付府する。

北4

撹乱居

南2
小岩盤束切

伝列内込図

南2

小岩盤束切
石列内込肘

南2

小岩盤束切
石列杓込kり

南2

小岩盤東切
伍夕I)内込悩

22 鋲 銅製 0.5 1.5 0.3 1.7 
断面形が長）j形の某部が］本取り付く鋲 北4
I 
である。頭部直 Fに座金具が付沿。 1 撹乱悟

23 鋲 銅製 Io.75 I 0.2 
北2

II J料

24 

I 

小札 鉄製， ー

0.8 

6.4 

0.6 
2本の品部が取り付く鋲である。基部は

_jー中間から横位に曲げられて~
先端が三角形になる伊門L。2列の孔が

u I 0.2 I 9.5 I並んで穿たれ卜端部に向かうにつれ孔
は小型化する。

0.3 

25 武具

261板状製品

鉄製

欽製

6.7 7.9 I 0.26 

北1

v肪

10. 75 I 5.9 0.35 

40.4 
厄さが3mm程の板状の製品。全体に鈷が

著しい。後立洛か。

鉄製の板状製品。全体に錆が著しい。

40.6 図面右側が上部である。牲具足の草摺

加

撹乱肘

南2

撹乱居

271板状製品 鉄製

28 小札 鉄製

3.4 

3.4 

2.9 

3
 

南2

撹乱肘

南2

撹乱府

第37図
図版341小札ほか 銅・鉄 ， ー

29 

301 1Jヽ~;しほ力、 銅 ・鉄 ' -

5.3 

4.4 

8.6 

4.6 

0.2 

0. 16 ~ 51 I 
多鈷の鉄製の小札と銅製の殺輪が鈷で

付沿。

鉄製の小札・鎖製品と、裏面のため判然

28.3 Iとしないが銅製の八双金具が鈷により付

箔。

南2

撹乱居

南2

撹乱原i

31 不明

32 小札

銅 ・鉄 ， ー

銅 ・鉄 ＇ 一

6.5 

3.2 

6.8 

4.2 

27.5 
板状の銅製品に欽製の鎖と板状製品が

1こ ： る 板 状 の 製 品 に 銅

南2
撹乱恩

北4

撹乱屑

331 鎖製品 鉄製 3.3 4.5 18.5 I 
径約8mmの輪をつなぎ合わせた鎖製品。

錆化し付沿する。

北4

撹乱阿

341 鎖製品

351 鎖製品

鉄製 2.8 2.9 ]7.1 
径約711llllの輪をつなぎ合わせた鎖製品。
I 鈷付き付行する。

鉄製
0.7• 
0.3 

l. 5 0.5 I 
最大径約1cmの輪をつなげたと思われる

製品。鎖状になるか。

北4
撹乱層

北4

Ill厄i
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第33表金属製品観察一覧 (3)

図・図
種類

法量(cm・g)

版番号
材質

頭部頭部縦長横長 厚さ 観察事項
出土

径 厘縦径横径 重兄 地点・陪

第37図

図版34 武具 銅・鉄 9.9 8.2 0.3 42.9 
板状の鉄を重ね成形。微弱な湾曲が見 北4

36 られる。兜の鉢残欠か。 II庖

図版34
武具 鉄製 伊予札と鎖が大最に付着。付着した伊 南2

37 26 16 517.4 
予札は向きに規則性がみられない。 撹乱層

38 不明 銅製 3.2 1.2 0.25 6.4 
板状の銅製品である。表面には陽刻の 北1
文様がみられる。 VI層

39 不明 銅製 2.4 2.2 0.51 11.9 
表面に断面「V」字状の線刻、下端部に 北3
は研磨を施したような形跡がみられる。 撹乱居

40 釘 鉄製 16.55 l.6 1.4 92.4 
断面形は方形の角釘。頭部は折り曲げ 北3
て一方に突出する。完品。 m辰

41 釘 鉄製 12.8 0.75 0.65 31.2 
頭部を折り曲げて一方に突出する角釘。 北1
元'=ロロロ。 撹乱層

42 釘 鉄製 6.5 0.6 0.43 4.7 
頭部を折り曲げて一方に突出する角釘。 北3
鈷が著しい 撹乱屈

43 釘 鉄製 6.7 0.8 0.48 6.3 
頭部を折り曲げて一方に突出する角釘。 南2
錆が著しい。 撹乱層

44 釘 鉄製 5.1 0.35 0.32 2.3 
頭部は折り曲げず板状に直立。錯はほと 南2
んどみられない。 撹乱居

45 釘 鉄製 3.9 0.5 0.4 3.8 
頭部を折り曲げて一方に突出する角釘。 北4
錆はほとんどみられない。 撹乱陪

46 釘 鉄製 3.2 0.6 0.5 l.6 
頭部を折り曲げて一方に突出する角釘。 北2
鉛が著しい。 II層

47 釘 鉄製 7.1 0.8 0.48 l 1.4 
断面形は他の製品に比べて扁平。頭部 北3
の形状は欠損し判然としない。 撹乱層

48 不明 鉄製 6.4 1.1 0.97 13 
錆付きと破損のため形状は不明。上端 北1
に向かい薄くなる。 JV駁

頭部が環状の鋲である。環は長軸1.2 

49 鋲 鉄製 4.9 
1.74・ 

0.43 4.19 
cm、短軸0.8cmを測りやや楕円形を呈 南2

0.52 する。壁に打ち込み先端の環にフック状 撹乱居
の製品を掛けるものと思われる。
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47 

第37図金属製品 (2)
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第13節銭貨 （第34・37・56表、第38・39図、図版35・36)

銭貨は89点が出土している。そのうち24点を図化した。初鋳年を見ると淳化元喪 (990年）がもっと

も古く寛永通賓が最も新しい。有文銭は中国銭と日本銭があり中国銭では量的には北宋銭が最も多く出

土している。日本銭は寛永通宝のみが出上している。無文銭は径の大きいいわゆる鳩目銭と径の小さい

いわゆる輪銭があり年代は不明である。

第34表銭貨観察一覧

図・図版 銭文 某
法祉(nlOJ・g)

I 
戸

初鋳年 外径 孔径・蝠 J17 反 巫 出土地点・尼
番号 (0: 不明） 体 府 大 絋縦 横 縦 横

第38図
図版35 3.2 北4 IV附

4 I 北3 IV府

3.8 北4 LI屈

l 7 北3 JV恩

1.4 北4 撹乱附

3.5 北3 撹舌Lfl'i'i

I 3.2 北3 IV/丹
,. 

3.7 南2 撹乱府

1.1 北4 JU府

1.5 北4 撹乱陪

3 7 I 北4 fl J屑

39 北4 [¥//屑

第39図

l.5 北1 TI屈

2.7 北3 撹乱J苦
_L 

1.___L 9 北1 lllWl 

1.7 南2 悦乱陪

0.6 北3 撹乱屈

1.08 北4 撹乱阿

0.2 北4 N陪

― - I 0.4 北4 撹乱府 --

0. 1 北2 ill/朽ー9

02 南2 撹乱庖
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第14節 煙管・円盤状製品・貝製品 ・骨製品・石器・石製品・石造製品

（第35~ 37・57表、第40図、図版37)
煙管は雁首 (1) と雁首 未製品 (2) とがあ り、 (1) は沖縄産無釉陶器製、 (2) は博の転用加工未

製品でともに八角形に面取りされている。 円盤状製品は白磁 (3、 7)、明朝系灰瓦 (4)、中国産褐釉

釉陶器 (5)、肯磁 (6) などを用 いて製作されてお り、形状はすべて円形を呈する。貝製品にはマガキ

ガイを用いたビー ド (8)、チ ョウセンサザエの縁辺部を打 ち掻いた螺蓋製品 (9、 10)、マガキガイを

用 いた独楽 (lI)などがみ られ る。 骨製品はボタン (12)、ウシと思われる骨を刃状に仕上げた製品 (13)、
ジ ュゴンの肋骨を断面方形に加工した未成品 (14) などがある。 石器、石製品、石造製品は石 球 (15、
16)、石斧 (17)、砥石 (18、 l9)、石造製品 (21~ 25) などが 出土している。 各資料の詳細は観察表 に

譲る。

第35表 煙管 ・円盤状製品・貝製品 ・骨製品・石器・石製品・石造製品観察一覧 (1)

即 ・固版
部位 法政(mm・g)

出 十
番号

名称 材質 縦•横 ・ 商
璽拭

観 察事項
地 点 ・庖残存 （厄）

第40図
沖縄産

縦(2.2)
北4図版37 煙管

無釉陶器
雁首 横(1.6) 5.7 褐色を呈し、八角形に面取りされる。

撹乱陪I (1.6) 

縦(3.4)
灰色の埠を雁首に転用加工途中の製品。八 北4煙管 埠 未製品 横(3.2) 29.7 
角形に面取りされるが、孔はあいていない。 撹乱恩2 (2.8) 

円盤状
縦5.4 1IILの底部を利用したものと思われる。表面、裏

北3
製品

中国産白磁 完形 横5.3 46.7 面双方からの打割がみられ、整形は雑であ
撹乱居3 1.7 る。表面に花文が施されている。

円盤状
縦5.3

表面、裏面双方からの打割がみられる。整形 北4
製品

明朝系灰色瓦 完形 横5.1 51.7 
が雑なため、やや角ばった円形を呈する。 m庖4 2 

円盤状 褐釉陶器
縦(3.2) 3分の1が欠損している。表面・裏面双ガから

南2
製品 （中国産）

半欠 横(2.4) 9.4 の打割がみられる。整形はT寧で、円形を呈
II陪5 I する。

円盤状
縦2.1 表面・裏面双方からの打割がみられるが、衣

南2
製品

中国産青磁 完形 横2 3.2 面からの打割がめだっ。整形が雑なため、い
撹乱恩6 0.7 びつな円形を呈す。

円盤状
長1.8

表面、裏面双方からの打割がみられる。整形 北2
製品

本土産白磁 完形 短1.5 1.6 
は丁寧で、円形を呈する。 撹乱附7 0.4 

南1ビード マガキガイ 完形 幅 2.4 螺頭部を「邸に研庖している。
撹乱層8 8.5~2.J 

螺蓋 チョウセン 北2完形 幅 7.5 絃辺部を上に裏面から打ち欠いている。， ふ~,1 IJn IJ サザエの蓋
2.3~2.5 撹乱層

螺蓋 チョウセン 北4完形 幅 9.6 縁辺部をヒに裏面から打ち欠いている。
10 

製品 サザエの蓋
2.6~2.8 VI陪

貝製品・
マガキガイ 独楽 幅2.l 6.9 

体｝丹部を打ち抜いて螺軸を残し、独楽状に整 北2

11 
独楽

高2.3
形する。 II層

縦1.4 2分の1を欠拍している。径2mの穴を4箇所穿
ボタン ,=. H 半欠 横(0.8) 0.3 孔する。表面、裏面とも丁寧に研庖されてい 客七

12 (0.2) る。

縦(8.2)
件の両端部を打ち欠き、一方を尖らせることで

南2骨製品 骨（ウシ骨か） 不明 横(2.0) 10.2 刃状に仕上げてある。上端部を半円形にくり
撹乱屈

13 (0.7) 
ぬいている。
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第36表 煙管・円盤状製品・貝製品・骨製品・石器・石製品・石造製品観察一覧 (2)

称

品

製

名

凡

II

l

_

＿-

―
 

版

卜

図

37

図

号

1

版

・
番

。
第

図

回 材質

1 出士

地点・府

石球 石質不明

15 

ジュゴンの

肋骨

I 
伍球 ,{7'質不明

I 

斧

石

石

石

砥

砥

1617

•

_

181
—'|_

1917 

イ渭fJ

20 

石造製品

21 I 

完形

石質不明

石竹不明

石質不lり］

サンゴか

細粒砂界

部位 法駄(rnm・g)

残・存門門算~~ 観察事項

I I縦(7.I) I I側面を削りだし、約半分まで断面方形に面取

叫 ・I横(U)115 .. 1 喜ヽ謬囁誓は言塁芦贔悶靡靡Iぶ i;

(l. 9) 道路地区より出十:.

4.2 

I完形 ,. , ・"・'I形状はほぼ球形を呈するが、 部で平坦な面 北4

訊られる敲打と研肋は全体的に施される。 TV!¥'} 

~-t- . 
3 

:: 20.8 ! り:r;;叫喜謡悶晶誓りは雷;~! dI土

□三二三-1-d}i刷

ーロ-I 68 I砥イiと、思われる貧料である 2面は研閉され・v 南2

滑である表＇必面ば、糾離が見られる 撹乱厨

ロ ー~1~ 邑詈贔〗：1直三言;! 五
―-上

□ ~'.-:_l'·l~~~ 霊土讐此雷:される 1 贔ぶ
T--

石造製品の装飾0) 一部と思われるifi料正面

一 1 89.3 Iにば中央に稜線をイげる述帷状の突起があ
北4

る全体に丁玲1な研）必を施す。 1 [I /1'1 

）-'--肘部

端部

端部

イ＜明

品

ー

製造石

22
-

石造製品

品製造石

4
 

|
-
3
 

2

2
 

細拉砂界

細粒砂店

細拉砂岩

不明

角部

角部

I 

112 I 饂製品の装飾の一部と思われる臼料 ,E面

には5条の沈線を掘り込む突起を介する
I 

: I ,,o l[j~ 已it瓢匹三喜喜［
I I 

I 
)j形の石住の部と息われる'ti料角は丸く

75 成形され、縁辺は浅い段差を形成 側^面の平

坦面にぱ横位の細かな条痕が見られる l 
I 

北 l

l¥'JM 

北4

IVll'i 

北4

I¥I /1'1 

石造製品

25 

細拉砂岩 角部

| 五状の石造製品の部と思われる肉料側面

I 

7 
20.9 

は細かい斜位の条痕が見られる正面は平tfl_

に研屈され破断面には研店を途中まで施しfriI 

を作り出している。

北4
撹乱/(,j
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第15節 貝類遺存体 （第37・58・59表 ・図版38~ 40) 
貝類は巻貝で47種、二枚貝で23種が得られているが、調査面積が小規模であることと、本調査区が廃

棄場を含めた生活の場でなく、首里城下之御庭に位置する拝所としての機能を有すること及び、これら

貝類が貝層を形成せず、出土砿も多くないという点からも、周辺からの流れ込み等によりもたらされた

可能性が考えられる。そのため、貝種や出土磁から傾向等を分析するには試料不足といえるが、ここで

出土量が多い貝類個体数をあげると、巻貝（完形＋殻頂）ではカンギク (59点）、マガキガイ (17点）、

オキナワヤマタニシ (323点）があり（第58表）、二枚貝（多い方の完形十殻頂）ではアラスジケマンガ

イ (46点）が多く出土している状況が見える（第59表）。

巻貝の中で、ヤコウガイは破片数が78点と多いが、殻頂部が3点であり個体数的に多いとは言い難い。

また、オキナワヤマタニシの出土量は群を抜いているが (323点）、その生息域が陸域の林内・林縁部（生

息地分類： v-8) にあることから、絵図記録等に見られる首里森御嶽に樹木が繁茂している点と、京

の内という森林を擁した聖域が近接することで（第..t2図）、そこに生息していたオキナワヤマタニシが

自然に混入した可能性や、後世の撹乱により混入したことも考えられる。なお、貝類生息地分類は下表

を基に行った。

貝類生息地の分類（黒住1987)

外洋～内湾 水 深 底 質

I 外洋 ・サンゴ礁域 ゜
潮間帯上部 (Iではノッチ、 lllではマングロープ） a 岩盤

1 潮間帯中 ・下部 b 転石

II 内湾 ・転石地域
2 亜潮間帯上縁部 (Iではイノー） C 岩礫底、砂泥底、砂底

3 干潟 (Iにのみ適用） ct マングロープ植物上

III 河u干潟 ・マングロープ域 4 礁斜面およびその下部 e 淡水の流入する礫底

IV 淡水域
5 止水

6 流水

7 林内

V 睦域
8 林内 ・林縁部， 林縁部

10 海浜域

VI その他
I I 打ち上げ物

12 化石

第16節 脊椎動 物遺体 （第37・60~ 68表・図版41・42)

脊椎動物造体についても、貝類遺存体同様に出上量が少なく、総数で 144点となっている。 その種別

は魚類、爬虫類、鳥類、哺乳類であり、内訳はサカナ (56点）、ウミガメ (12点）、ニワトリ (8点）、

トリ (2点）、ネズミ (5点）、ブタ (19点）、ウシ (38点）、ヤギ (3点）、不明 (1点）となる。魚骨

の種としては、ハタ科 (6点）、クロダイ (1点）、ハマフエフキ (6点）、カンムリベラ (1点）、プダ

イ類 (7点）、不明 (35点）である。しかし、これらの骨類についても、本調査区が生活の場でないこ

とから、他地区からの混入の可能性も否めない。
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第37表 首里森御嶽遺物出土状況
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第38表 中国産膏磁出土状況一覧
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第39表 中国産白磁出土状況一覧
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第41表 中国産褐釉陶器出土状況一覧
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第42表 その他の輸入陶磁器出土状況一覧
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2

1

1

1

2

6

6

1

1

2

3

1

1

1

1

1

1

2

1

1

一ー2

1

2

l

l

―

―

―

 

-

2

2

 

ー一
＿
―

-
r
:二
'
「
|
|
|_

_

 
|

_

 

I

l
-：十
丁
＂

+L-9|~l 

4J 

i

-

2
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第43表 タイ産褐釉陶器出土状況一覧

•·... 
出七地 グリット 北 1 北 2 I 北 3 北 4

＼ 
．~ー

← T 
-1-

｀．． ．ヽ．．‘ ヽ

ヽ
村序 Ill屈 JVfil vr~ VI厨撹乱）心 TIM Ill層撹乱的 III f('j IV倍 VI)丙悦乱柑 11倍

・,.、

産地 器種 部(t'・,

I n絃部
I 

し

I 
＋ ＋ 

↓ 

胴部 3 22 

4 I I 15 
4 I 11 I 4 4 8 ii 13 5 

' l― t t t t 「
呵

「
T 

壷 虹部 2 I I 1' I 

夕
↓ ↓ I 

イ

I 頸部

+ -- ~ ＋ r t ↓ 

産
I 

I 

I I I I I 
I I 

t I 
~ 

r 
t 一“ ~ + .- ー ト ＋ ,. 

I I 
I I 耳

t 
I 

t + ｝ 
I 

ヤ t t ＋ j ＋ 

不明 胴部
I I I I I I 

I 

L^I n 叶• 3 25 4 I 16' 4 13 6 -1 8 2 13 5 

I I 

ヽ＼、 出土地 グリッ ト 北 4 南］ 南 2 l 
-..._ T― ↑  

',Jヽ宕盤 南 1撹乱)i1 A 

＼ 切序 lll/fii IV flYi ¥!J/ci 拉乱灼撹乱h"i 砂 Jイ1i記 L府;+北 :.l[V@ 客 l: tll, 見卜月 、心I・

ヽ
列内込＇

／を地 器柿部位 k1 

I 
I n籍部 l I I 3 

l , ,_~t 4 
t I 

I 胴部 8 2 / 2 14 71 2 30 l 71 2 170 

壷 ~ 底部 -r . ↓ - 「 I I + ' 4 

タ I . I 

産ィ . t t t I t t 
頚部 l I 3 

: I r t -- _ .. : — ← —• ― ~ l -. 一・

耳 I I I I 

~t l~ ヤ l
不明 胴部 I I I 

＇ ＇ 
合計 8 2 21 14 7 2・ 32 1 8 2 I 82 

I I I I 
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第44表本土産陶磁器出土状況一覧

．．、 出土地 グリッド............ 
·····•-.. 

・・・・・・・・・・・・・ I吾序

種類 器種部位．．．．．

胴部

北 1 -2
 

t
 

4
 

IV層 v層 撹乱庖 撹乱層

北 3

m屈 撹乱屑

北 4

II屈

染付

白磁

色絵

＿

L
 

明

明

不

不

皿

|
丁
I t

 不明

胴部

ロ縁部

胴部

七鍋 器 ・摘み

ー

＋ 

•

—’ 

3
 ＋ 

＋
 

↓
 

施釉陶器

褐釉 サツマ

印判染付
（型紙摺り）

_
t
 

現代

小碗

壷

不明

＋ 

口～底部

皿 「l縁部

胴部

ロ緑部

胴部

「l縁部

I 不明 | 胴部

底部

~ 

↓

＿

一

ー

ー

L

t
 

~ 

4
.
 

ー

一

[

-

―

-

＿

ー

ー

ー

↑

2
 

-
_

_

_
 ＋
 

~ 

~ 

2
 

_
1
＿

ー

＋

舌
ロ合 2

 
4
 

3 

... ヽ-.. 種.. 類..,~ ヽ... 出..土.~、地.. 器種...._ .. 部.、位~グ・リ-陪.ッ.. 序,, 

北 4 南 1 南 2

III厄 撹乱層 撹乱庖 撹乱居
客上 ム口 全111． 

皿 胴部 1 
染付 + ＋ 

不明 胴部 ］ 1 5 
j 』

n磁 不明 ロ縁部 I I I 
I 

~ ＋ ← 

色絵 不明 胴部 2 2 

1 陶器 土鍋 蓋 ・摘み 1 

小碗 ロ～底部 l 1 
施釉 ＋ 

＇ 

皿 ロ縁部 1 I 
， ＋ 

t 褐釉 サツマ 壷 胴部 JI 4 
， 

＋ - - 』

印判染付
ロ縁部 l 

（型紙摺り）
不明 ~ 

胴部 2 
~ 

ロ縁部

＋ 
l 

1 
現代 不明 胴部

＋ 1 l 
I ~ ... 

底部 1 

合計 1 2 2 1 3 22 
I 
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第45表 沖縄産施釉陶器出土状況一覧

出上地 グリッド

層序

器種 部!-:::Ji.-― ・-----

碗
ロ緑部

胴部

口～底

小碗
u緑部

胴部

底部

皿
胴部

底部

ロ縁部

鉢 胴部

底部

急須
ロ緑部

耳

急須蓋 緑部
I 

日～緑部
瓶

胴部

瓶か壷 胴部

鍋
II縁部

駈部

J.:鍋
口ロ性緑部II 

火炉 胴部

底部

袋物 胴部

不明 胴部

花 花2 I 花

v防
IV庖十V IV屈十V
層陪+¥1.16 撹乱Xii IJ屈 UI府 Ul屈 IVM VI陪 撹乱庖

↑
4

,

↑
＋
と
｀

l

l

 

こ

i
ナ
↓

ー一

＋ 

i 
I 

＋ 

＋ 

~ 

~ 

I 

ー→+ t " 
→ l I 

• -］-- ： 

一

+

-

＿

-

＿

-

―

―

 

．
 

l
 

1

3

 

[：+
1

+

 

1|

口

/
↑

[

l

ー
」

t

l
+
t
t
t
 

1

1

4
=
9
 

2
 

+

＋

＋

 

＋ 

4
 

， 

l
=
3
 

t
 
I
 

1

2
-

一ー
．

2
ー

•

~1,

'+__ 

―

-
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r
t
|
I
|
|
-

＋

I

T

一ー
↑
↓
'

+

.

K

-l

l
-1

2

 

.. l 

-―_] 

I 

~ - l 

ー~←

t-

i 1 

t-

+-

3
 

90" 
合 3

 
4
 

4
 

15 

出七地 グリッド 北4 衿汀

切石南黒
撹乱庖 撹乱附

色土庖
器種→ 

碗

百2
北 1IIIWi 

＋ 
北 3世乱

肘

小碗
2

l

l

 
Jill 

鉢

トー

急須

急須蓋

瓶

瓶か壷

鍋

上鍋

火炉

袋物

不明

恩L
 

舌撹

．ー
L

[

＿

↓

 

庖

—

＿

u
 

部

m_
 

肘

部

部

底

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

緑

部

部

部

一部

部

部

部

部

部

部

皐＿
叫

胴

応

叫

胴

底

胴

底

諷

胴

底

直

耳

緑

5

胴

胴

譴

底

胴

譴

胴

底

胴

胴

f.
|

t

+

-

＂ 

+-

三 ＋ ― - t 
_j_ + 

I 
+-

I I-

+ - t 

2
=
4
 

↓
'
 

← ―-

I 

,f' 

↑
 

l

l
 

ト

'
t
-
．

-

．

-

2
=
9
 

客上 不明 合;ft

ヤ

ー

4
,

＋
↓
．

—

ャ

ー＇ ＇ 

＋
 

.. 

ャ
↑
I

「

-
i＿
一

＿

ー

＿

＿

＋

1

6

1

1

0

5
ー

3
ー

2

1

l

l
-l

l

2

1

l

l

l

1

2

1
-7

5

一ー
ー

一

ー
合計 5

 

4
=-
8
 

ー

＋ 

I 

［ I 

2 

6 2 78 
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第46表 沖縄産無釉陶器出土状況一覧
出 1ご地 グリッド
¥、

‘ 
層序IIIll陪

器稲部位

n緑部

戸

v層
lil屈
＋ 撹乱層 Il/ti 

撹乱屈 I 

丁

碗 ト

皿 .. 

拙鉢

l=l~底

胴部

底部

n緑部

n~庇

n緑部

胴部

部

部緑

月
n

i

 

• 鉢

火炉 l
胴部

17緑部

部

部

部

胴

胴

底

・
+
＇

_

9

|

 

＂叩

瓶

か舶

ロ緑部

ロ縁部

壷 _ 胴部

必

不明

... 耳

甲部

胴部

f¥l /ij 

で

llJ屈 撹乱層

北3

田層 IV厄i Viii§ 撹乱岡

t
1
f
l
t
-
―一
ー

3

[

_

1

「ーL
|

← 

... 

ー
＋

↓’ 

... 

+ 

... 

I 
-+-- - ヤ

＋ 

—+ 

＋ 

r
 

十一

↓
―
 

l|
_
T↑
＊
ー

ー

一

ー

＿

一

~—

-l-

—-_ 

―-+ + 

—+ -

＋
 

「

+
J
:
+
 

＿― 

＋

＋

 4
 

.. 
+
 ... 

I 

↑
’
↑
 

I
 
+--

← 

+-

＋ 

↑
ー

ー

↑

I 

_. 

i 
十
→ -

ー

4

← 

+-

＋
ー
―
|
「

＋
 

¥ 
--+-― -

↓ 
i~ 
十
一
•
-
＋

1
+

＋
＇
＋
 

＋
 

＋

1
,
 

ー

ー

＋ 

+--

4
 

—+ 

↑
 

... 

＋ 

+． 

＋ 

十. -

I .. 

4. 

2
 

↑
 

卜

_
_
 t
|
T
|
|
T
 

ー

9
>

-
1

2

5
 

合計 6
 

5
 

3
 

10 4
 

2
 

2
 

20 

出 t地 グリット 北4 ャ十 南~．1 1#2 

．．、．．＼ 岬 ll fl, Ill局 IV局 VI層 r即鵡 不明切石南黒撹乱層撹乱層 客上 礫柏 合計ヽ 色l:悩堺稲部位

n緑部 l l l l l 8 ---+-

碗 n~底 ―I -」＿＿＋ I＋ー」·• I 1 ← 一I 
胴部

11 2 
底部 ... ,. < J ~ T + 2 t I- —,- I r ロ緑部 I 1 4 皿l ~-+-• - ー ← ナ 「

L r:i遷 j_ + 1 .. —+- -+- +~- I , n縁部
I 2 叫「 ..i .. .. ［ t 胴部

』 I t + I _2_ 

鉢 I n緑部 2 l ---- + - ~ ~ 2I 「＇ 8 
胴部 ― ―←  I ~ i ート 十.-t t 3 
叫部 l I I 

火炉 胴部 — -↓ I .. t + t ~ 2 

瓶 口粒部 I + + 3 ~ t 』r 6 
胴部 I i 2 I I 13 t t ロ縁部

I I I 

瓶か壷 胴-部 - - - ~~- - + + I I . ~- - -— I 1+ ― ¥ . _1 r _ I -_ _ -_ 27 
底部 I 1 
胴部 了 I 1 「-―丁 l「 I 1 壷 — ↓ •- + + I― 耳

， 1
茶 甲部 ―'― -・1. → — + - -—~- .. -I t ----t- l 

不明 胴部 I I 
3 

合計 3 41 I I I 7 I l 7 9 ii 2 96 
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第47表 陶質土器 ・瓦質土器・土器・カムイヤキ.i甘禍出土状況一覧

~M4t泌fl, ,r.k ~ 
北 l 北 2 北：J 北4

111,.., I¥,.. ¥ ,.1 ¥.I月4 Ill凡d II I /II: .~'-l lllij'j II枷 \I ~ 撹乱ii 11 I~ IIIM 1・11v1 位M.~

碗 Iii如祁
I 

' 
＋ ヤ

r. 々 t
I 

1- ム

H ,_ 胴而
I I 

f 
ヤ

底，・＄
I •· 

鍋 胴，
I 

関 | 鍋の必 . *這
I 

＇ 
← 

竹 ll "・ 

,. UJ1 胴部
~ 

硲 r1HRf. 
噌

,. . 
I I .. 

火炉 咀部 I I I I 2 I I I 

＋ 

底部 I 

• 
）；鍋

llll! 部
~ 

胴部
' 

n,i !'-4, 償
I 

介、H

゜
I I 

゜
（） I 2 ~ 2 I :l I 

゜゜ -
ldl. I 

1・'りj
阻部 I 

u~ I 
,- t 

~Cl月 I 

ヘ,,9,,1 I （） 

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜゜゜゜゜ti/す祁 I I 
』

t席 胴が Ii Iii :i り I :1 I :i II II 3 
， ., :! 

底部 I il 2 I 

合，；I 7 17 s 10 I 

゜
3 I :1 II II :l 2 2 I 

力
.... ' ni  

ヤキ ~ 
．． 

1、J!j 叫，罰 I 

合、ll ,・ 
゜゜

（） 

゜゜
O' 

゜
0 

゜
0 

゜゜゜゜
ttt塙 I 

ふ， 9 I 

1-111 呪，缶

合~,

゜
I 

゜゜゜゜
(l （） 

゜゜゜゜
0 I) （） 

~出t·Jr'/'1ト
l~l I 南 2

II¥ <1 111',;;, 
切釦勺 UJu ,~.j IJH, u• り r~内隅 ,jヽ¥':盤,,, 況，¥Ll'i 1-1リ］ へ"n：1 

”色 l~'!'.色I'!¥t 叩(¥色 也色 Nm迅色 J.1.1色 I fむ，l;t.\11 りJ砂1 撹，\L~. I 11 .• "I¥ I I 

I . I'! 射 I~ 1~, I ll;'i 勾心所

碗 ,1 Mm I I 

ヤ ヤ ~ ~ 

n,t_r. 
I 

t 
+ 

H IJl, 111~ 
~ 

↓ 
肌淵I

I I 

~ t 

I 蹟
胴， d

I 

防 沿<I>,区 い部
I 

甘 且 I I 

j・ 
r~k ,. ： 

阻部

t 
I I 

芯
llh'郎

2 

； 
火り 桐部 I :i 1:1 

』 ~ ~ ~ ヤ --

~i:.'.T> I 2 

clit部 ＇ 
I. 鉛

I I 

I 
＋ 

胴部 I I " 
I 8 

不IIJ ＂［ i I 

/LIs" . （） 

゜
I 

゜゜
I ~ 

゜
II I （） u I :lfi 

瓦竹 I 111,1部 I I I I :i 

不1リ1 + t 

tな； 不,,1
I 

合計

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I n I 

II粒部

I I 
1 

(i 

i器
,-

胴而 1 ・I 29 6 H :15 ,l 10 I ~ IH'i 

底部 I 
ヽ

4 3 I II 

合~I " ii 1 331 6 8' 12 3 II 01 I 

゜
I 205 

、ふt 胴が＇ ＇ I 
I 

_.'J .;., ,fヤキ1
不”’ ャ 肋la,; t ~ ← ,- . 

I 

合計

゜゜゜
0' 

゜゜
I 

゜゜
o・ 

゜゜゜
2 

用鳩
底品

I 

+- 1 
＋ 

イ；明 ， 釈;n, I I 

合JI ol 

゜゜゜
o' 

゜゜
（） I 

゜゜゜゜
l 
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第48表 高麗系瓦出土状況一覧

｀ 出上地 グリッ r 北 1 I 北 2 I 北 3
ー I -「

Mfr- v層 I rn層 IV層 ¥/1扇 撹乱屑 ＂屑 lllki 祝乱駐 111/¥ll IV層 撹乱桝
文様

-..... 
1-llrli 部位 I 

I 側面破片 ~ : ； 羽状打椋文 I 
｝ i 

＋ I t ＋ ＋ ↓ ： 
羽状打掠文

I t 
1 

↓ 丸瓦 1: I喰品破片

t I D点 I I > ~ I ~ .. 言・ 1. 
筒祁破片 羽状打捺文 I 2 ,--

~ 小~t

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜
1 

゜ 01 2 ~ .. 広澁片 羽状打捺文 I a ~ 

I 

i 
I ← ー ・

I -t 狭瑞片 ．． 

~ 「
~ 

＋ .. 
r 狭沿右片-

羽状打捺文

t 
I I I t-

↑ I 羽状打捺文

t I ~ ~ ヤ ~ 

「
ヤ• • -t-

1t 
I 

t 1 
~ ド［ 格子状H

J 
↓ j 側面破片

t ＇犬

1- I t-

i 
+ -,. ・

I t -羽状打捺文 I -t j I ト• .. —... 十 一 ... - ← — 
'Vl{ I J::. I 

C 
↑ ： t 上ド端破片 ド

+- ヤ .', r t一 t ~ 
羽状打捺文 I -t- I ,. 

< 1 t ヽ＋ー 9 』 ~- l― 

會•

~ 

l J l イfイL
11 

I ~ +- ,- • ＋ 
大天

t 
I 篇部破片

r ＋ 

l 
-1- ヤ I t-I 

癸困年
品随瓦匠込 I 2 

―’ 
_,_ . 

l 寸 「― "― 
羽状打捺文 l 3 3 I I I I ↓ 2 8 .. 

』 L 

小計 2 8 5 I 5 2 I 2 I 4 12 ~ 一
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゜
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゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
I 
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I 合汁 2 ， 6 I 5 5 l I I 4 15 
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~ 

、一-、
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層Ir-a rr屠
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l ——, "'-' 
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r r羽状打捺又

訊 f:'. ご,,1,,:~女：：
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決澁片
| 羽状打桧又

四五片 ［ 羽状打捺文

i 開面；片

・I'瓦
J.:F端破片
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“
 

!Yi 2 

撹~1.胴
撹乱層 客J-: 合計

叩 L

筒部破片 l 豆
癸内年

屈麗瓦匠心

羽状打捺文

小計

細片

合計
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天

羽状打徐文

上

下

羽状打捺又
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」
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一

↑
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-
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．
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第49表 大和系瓦出土状況一覧

り出上地 グリッド
·······•··· 恥斤

種類 部位文様.................. 

軒丸瓦 巴
軒平瓦

III屈
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I ＋ 2 

平瓦 K下端破 I: 
2 t 11 

4 10 
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~ ヤ ＋ 
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l ］ 

1 I 
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I 6 23 

l 4 I 
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3 l4 1・ 

゜
41 

合Jt l 5 

I 

I l 3 5 l7 I l 58 

第50表 大和系瓦（現代）出土状況一覧

出上地 グリッド

種類・部位 ・厄i序

半瓦 筒部破片

北ー1

撹乱府

合計

合計I・

第51表軒瓦出土状況一覧

~ 和碩411 · g-fl{立 ・ ダ沿[~ ----グリ忍rぶ

北3 北 4 南_l 南2

JV/灼 撹乱庖 u恩 撹乱屈 撹乱尼 撹乱／晋
客士 合計

I l I I 

灰色 J瓦当 11 I 1 I 3 

不明
~ 

2 
-, 

I-
す

-lr-軒丸瓦

3 

瓦当
m 2 l 

＋ 

赤色 不明
寸ー— —- + -

3 

側面
I l 

』
2 3 

l I 

小計 2 4 2 2 1 l 2 14 

軒平瓦 赤伍 百 不明 I I 2 

Aロ n1l・ 2 4 2 2 2 11 3 16 

分類凡例：上原静分類 I : 軒丸（灰）第 1文様系 IT3 0 3 
TI: 軒丸（灰）第1Il文様系mos
Ill: 軒丸（赤）第I¥「文様系CO2
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第52表 明朝系丸瓦出土状況一覧
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第53表 明朝系平瓦出土状況一覧
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第54表墳出土状況一覧

------------、 出土地 ク.リット, ~ 北 1 丁 i― 北 2 」ー ー 北3

種類 ・形状・色調＼・厚さ 序 III防 IV庖 Iv唇 I撹乱層III庖 撹乱恩 IIll庖 疇 IVJ~ 撹乱庖

灰色 中 I [ I I I 2 I 

方形 褐色 | 中 1 r ... I 

9 — t- -中 2「- -+--7 1 , l 3 I -3 - -----+-I - I 

I 灰色 l ― .:.. 7 ~ I -三角 薄
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I ー • - I ― | 褐色 中

- .. 4 7 -i 
I I I 1- - 序 - - - 「 l ― ~-2

I 
灰色 I - -_ l _ _ l— + --

中 I 7 3 2 ¥ 21 5 4 I 1 9 l 不明 t 中 -- 2 + 「 1 - _ _ j _ l 

I I 褐色 I I 」 i -t -i 
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合計 1 131 3j 31 1 I 4 s¥ g 41 14 
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第55表 金属製品出土状況一覧
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第56表銭貨出土状況一覧
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第57表 煙管・円盤状製品・貝製品・骨製品・石器・石製品・石造製品出土状況一覧
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第58表 貝類出土状況一覧（巻貝）
山 4心曲 グリッド
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第59表 貝類出土状況一覧（二枚貝）
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第60表 魚骨出土状況
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第61表 ウミガメ出土状況
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附fj

右 右

I I拘l

悦乱吊
． 

右 1左不明

-

―
 

ウ
ミ
ガ
メ

桶類 ・部位 ・完破

前防n・n・
上腕廿

指J'i・

肋骨板

剣状突起

不明

合 計

t
 

十
↑

I SC万

VI居 l 撹乱困

石左 1不明右 I左 不 明

I i一
＿

l
 i
 

ー

1
=-11-

柑

]m_-U

-3
iL
左

祝

ト
—
-

土
――
ー

一

リッド

層序

破完

計
．
什

起

合

位

ふ

詞

謬

繹

臼――

肋

剣

部

烏

•

前
類柑

＿

ー―

―
 

ウ
ミ
ガ
メ

破片

破片

破片

-l
 

- 104 -



第62表 ニワトリ出土状況

11:」：地 グリッド 北 J 北3 北4 南 l 南2

粕If. ¥/1駁 撹乱屈 暉 三 撹乱梧 II 合計

種類 部位 完破
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第63表 トリ出土状況
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第64表 ネズミ出土状況
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l;/J{i西．県 切石南 合計

111附 色 佳 灼 RI色!:Ml 撹乱;,v/

右左“左右左右左 右 左
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第65表プタ出土状況
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第66表 ウシ出土状況
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第67表ヤギ出土状況 第68表 不明動物骨出土状況
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旱
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第 6章総括

以上、首里森御嶽の発掘調査成果について報告を行った。ここであらためて遺構・遺物に大別してま

とめ、総括としたい。

1 . 遺構

今回の発掘調査は、首里森御氣の復元整備に伴う追構確認を目的として行い、明治前～中期に引かれ

たとされる『沖縄県首里旧城図』（横内家羮料• 第 3図）を基に調査区を設定し、発掘調査を開始した。

その結果、目的とした御嶽の位閥・形状・規模等を明確に特定するには至らなかったが、上部、下部の

新旧に対応すると考えられる追構が検出されている。その内、上部に位骰する石積み遺構は、断片的で

はあるが、調査区の基準とした『沖縄県首里旧城図』（横内家資料• 第 3図）に描かれている御嶽石禎

みの一部と推測され、これが首里城跡の復元対象時期 (1712年～）の造構になるものと考えられる。

次に、その下部に見られる辿構は、現存する各種絵図等とも符合しないものであることから、当地に

上部造構の前身となる構築物が存在した可能性が考えられ、幾度かの建て替えが行われたことを示して

いる。しかし、今回の調査では、調査範囲が限られたことから、これらの構築年代等を解明するに至ら

なかった。

2. 遺物

今回の調査により得られた追物の鼠は、辿物収納用コンテナで23箱分となり、その種別は、様々な輸

入陶磁器をはじめ、瓦類、沖縄産陶器、金属製品、石造製品等多岐にわたる。中でも陶磁器及び金屈製

品のバリエーションは豊富で、青磁では碗、皿類の資料のほか、亜、瓶等の大型磁器、人形等の希少

品が含まれ、華南三彩では水注や水滴が数種確認されている。また、金屈製品では鎧の小札をはじめと

する武具のパーツがまとまって出tしている。追物の年代としては、肖磁で主に15世紀前半から16世紀

前半までの製品が得られているが、染付で15~ 18世紀頃の資料や、近代の沖縄産陶器も出土しており、

その幅は広い。

3. 考察

上記のとおり、遺構と辿物についてまとめてきたが、これを総じて首里森御嶽発掘調査の成果につい

て考察してみたい。

首里森御嶽は、首里城下之御庭の南東隅、奉神門西側に位置していた拝所（御嶽）である。創建は不

明だが、文献上『おもろさうし』 (1531年~1623年）や『中山世鑑』 (1650年）等にその名が見える。また、

添継御門（継世門）前の碑文には、 1546年に首里森御嶽を整備したことが刻まれていることから、 16世

紀前半にはすでに御嶽として存在していたことがわかる。

その形状については、 17世紀末に描かれたとされる絵図において、 「C」の字状に丸く囲われた状態

で表現され、『冠船之時御座構之図』 (1866年・第1JJ図）及び、友寄筑登之親雲上喜恒による『首里城図』 (1881

年頃 • 第42図）では、俯轍した状態で門の形状も丁寧に描かれている。また、明治前～中期に描かれた

『沖縄県首里旧城図』（横内家羮料• 第 3図）においては、詳細な測量平面図として引かれており、その

形状や寸法を復元する上で貴重な資料となっている。

ところが、この首里森御嶽は、ある時期から絵図等に記載されなくなる。各種文献によると、 1910(明

治13)年に着工する首里尋常高等小学校 (1912年落成）の校舎建設時に撤去されたとされるが、それ以

前の1893(明治26)年頃に編集された『熊本鎮台沖縄分遣隊配償図』及び、 I894 (明治27)年に描かれ

たと考えられる障山査王烈による『首里旧城図』に首里森御狐の姿を見ることはできず、また、加藤三

吾による1906(明治39)年刊行の『琉球の研究』所収、 「首里城古図」においても、絵図内に御嶽と思

しき囲いは見られるものの、「首里森ノ址」として記載され、御嶽はすでにその機能を失い、跡地となっ
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ていたことが考えられる。

このことは、絵図資料の年代が正確であることと、模写等による加色がされていないことが前提であ

るが、これだけを見ると、首里森御嶽は1881(明治14)年から1893(明治26)年までの間に、何らかの

理由により撤去された可能性が考えられ、その理由は、 1879(明治12)年の王国崩壊との関わりも考え

ることができる。

なお、先述した校舎建設時に御嶽が撤去されたとする情報は、おそらく 1931 (昭和6)年頃に引かれ

た、『旧首里城図』（阪谷図・第4図）に見える下之御庭のほぼ全面を占める 「小学校」と記載のある建

造物が、首里森御嶽上に描かれており、御嶽の所在が確認できないことが要因として考えられる。

19世紀末に御嶽が撤去されてからは、その跡地で1910(明治43)年から 2ヶ年にわたり首里尋常高等

小学校校舎の建設が行われ、 1945(昭和20)年の沖縄戦を経て、 1950(昭和25)年の琉球大学の設置、

1984 (昭和59)年の大学移転を経験する。

このように、首里森御嶽の造構は度重なる撹乱により、残存状況は決して良好といえる状態ではない。

しかし、発掘調査により新旧の時期差が認められる追構が検出され、上部に位筐する新規の遣構につい

ては、部分的であるが明治前～中期に描かれた『沖縄県首里旧城図』（横内家資料• 第 3図）と符合す

る可能性が高い。

これに対して、その下部より検出された古石積み遥構は、各種絵図等と符合しないこ とから、碑文に

よる 1546年に行われた御嶽整備以前の遺構である可能性が考えられるが、これが御嶽としての機能を有

していたのか、或いはほかの性格の構築物であったのかは判然としない。

また、出土した輸入陶磁器や沖縄産陶器等の年代から見ると、時期は13世紀から 19世紀頃までと幅広

．
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いが、碑文による16世紀中頃 (1546年）に御嶽が整備されたのを境として、今回確認された上部・下部

遺構の区分が可能であれば、その年代前後の陶磁器がひと通り得られていることから、これらの遺構時

期と概ね符合するものと思われる。この出土品の中で特に目立つのが、中国産青磁及び華南三彩、小札

類の武具である。

青磁はその種類が多様で、中でも瓶 ・壷類の大型品・希少品が一定砿得られており、更に青磁の被熱

資料総数14点の内、 11点が瓶 ・壷類で占められているという結果が得られている。この存在は首里城内

の火災との関連があるとともに、近接する京の内倉庫跡との関連も指摘できよう。

次に華南三彩は、本県の出土例から明代後期、 15世紀末から16世紀頃に中国南部で焼造されたものと

され、壷や合子 ・皿等とともに鳥・魚等の動物や人物を象った製品が制作されている。首里森御嶽から

は型物の水注 ・水滴が得られ、水注は鶴形・鴨形の破片及び注口や把手の破片が得られている。水滴で

は魚と波活を象った荒磯形や魚形 ・琴高仙人形と思われる破片が出土し、様々な種類の華南三彩が存在

していたことがわかる。

この華南三彩片の出土総数は39点と一見少なく感ずるが、この資料が沖縄県内の首里城をはじめとす

るグスクや御嶽、ノロ殿内等の信仰と関わりのある限られた空間からの出土 ・伝世品が比較的多く見受

けられるという希少性の高い製品であることから、首里森御嶽からの出土資料も、祭具としての意味合

いを持つ可能性がある。

続いて、武具類は鉄製、銅製とがあり、主に小札、鎖類が鉄製、八双金具、覆輪、峠、鋲の類に銅製

が多く、この中には鍍金が施される資料も見られる。また、板状の鉄製品に銅製の鋲が付随するものや、

鉄錆により銅製品が巻き込まれた状態の辿物も出土している。とりわけ小札類の出土はまとまっており、

錆により密看して塊を成す状態も見える。なお、これと同時に小型の鉄釘も出土していることから、か

第42図 「首里城図」 （部分 ・友寄筑登之親雲上喜恒図・ 1881年頃）沖縄県立図書館所蔵
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つてはこの鎧ー式を木製の箱等に収納していたことも想定できる。

これらの武具が首里森御嶽からまとまって出土する理由は判然としない。しかし、近接する京の内倉

庫跡でも膨大な陶磁器とともに、武具類の出土も見られるため、この倉庫との関わりを考えることもで

きるが、御嶽からの出士ということから、華南三彩同様に祭具としての性格も想定できないだろうか。

今後の事例を待ちたい。

以上で総括を終えるが、最後に、発掘調査・資料整理作業にあたり協力をいただいた多くの方々に感

謝の意を表し、報告を終えたい。
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図版13 遺構検出状況 1

辺

-116 -

墳敷き縁石の外側検出状況

（北より）

上部遺構検出状況（西より）

頃敷き下土層検出状況

（南より）



上部石積み・下部古石積み

基壇状中央遺構検出状況

（東より）

‘
 

岩盤下検出状況（西より）

図版14 遺構検出状況 2
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図版15 上部遺構検出状況 1
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石積みの検出状況

（東より）

石積みの検出状況

（北より）

石積みの検出状況

（上より）



（東より）

図版16 上部遺構の検出状況2
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図版17 下部遺構の検出状況
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基壇状南遺構検出状況

（東より）

基壇状南遺構検出状況

（南より）

基壇状北遺構検出状況

（北より）



●
-

: ... .....: 姿 上部石積み・下部古石積み

｀ 検出状況① （東より）

上部石積み・下部古石積み

検出状況② （東より）

図版18 上部・下部遺構の検出状況
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図版19 下部遺構の検出状況
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基壇状中央遺構の検出状況

（東より）

古石積み検出状況（北より）

古石積み西側壁面（撹乱部）
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図版20 中国産青磁 (1)
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図版21 中国産青磁 (2)
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図版22 白磁・染付
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図版23 中国産褐釉陶器
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図版24 その他の輸入陶磁器 中国産 瑠璃釉・鉄釉磁器・無釉陶器・黒釉陶器・三彩 (1)
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図版25 その他の輸入陶磁器 ベトナム産染付 ・タイ産無釉、褐釉陶器 (2)本土産陶器
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図版26 沖縄産施釉、無釉陶器
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図版27 陶質土器 ・カムイヤキ・土器・培渦
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図版28 屋瓦 (1)高麗系瓦・大和系瓦
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図版29 屋瓦 (2)明朝系軒丸瓦・丸瓦 1
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図版30 屋瓦 (3)明朝系丸瓦 2
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図版31 屋瓦 (4)明朝系平瓦・飾り瓦
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図版33 金属製品 (1)
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図版34 金属製品 (2)
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図版35 銭貨 (1)
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図版36 銭貨 (2)
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図版37 煙管・円盤状製品・貝製品・骨製品・石器・石製品・石造製品
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図版38 貝類遺存体 (1)巻貝（番号は表と一致）
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図版39 貝類遺存体 (2)巻貝（番号は表と一致）
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図版40 貝類遺存体 (3)二枚貝（番号は表と一致）
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図版41 骨 (1)

ハタ科 1. 右前上顎骨 2. 右角骨 3. 右 方 骨 4. 右擬鎖骨タイ科 5. 左歯骨

ハマフエフキ 6. 左主鯉蓋骨 7. 左角骨 カンムリベラ 8. 右前上顎骨

ブダイ科 9. 右前上顎骨 10. 右主上顎骨 ウミガメ 11. 肋骨板ニワトリ I 2. 左大腿骨

13. 右腔骨 14.右中足骨 トリ 15.左 上腕骨 16.左 肩 甲 骨 ネズミ 17.右 大腿骨 18.左 腔骨
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図版42 骨 (2)

プタ I 9. 左上 顎骨M1 20. 左中足骨(IV) 21. 右 距 骨 ウシ 22.右 ヒ 顎 骨p2

23. 右 上顎 骨M! 24. 右上顎骨~{l 25. 右榛側手根骨 26.右中足骨 27.左中節骨

28. 種子骨 ヤギ 29.右上腕骨
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首里城に10ヶ所存在したとされる御嶽(+狐）の中でも、重要な拝所として位置付けられてい
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めとする多くの出土遺物が得られており、往事の生活、信仰の一端を窺い知ることができる。
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